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お知らせ

　前
号
の
新
議
長
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
新
副
議
長
、
新
常
任
委
員
長
が
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ

ま
す
。
（
総
務
経
済
委
員
長
、
厚
生
文
教
委
員
長
あ
い
さ
つ
に
つ
い
て
は
、
14
ペ
ー
ジ
の
委
員

会
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

　議
会
運
営
委
員
会
の
役
割
は
、議
会
を

円
滑
に
運
営
す
る
た
め
の
全
般
的
な
協
議・

調
整
を
行
う
こ
と
で
す
。具
体
的
に
は
、議

会
運
営
に
関
す
る
事
項
、議
会
の
ル
ー
ル
に

関
す
る
事
項
、議
長
の
諮
問
事
項
を
調
査・

審
査
し
、議
会
全
体
の
運
営
に
関
す
る
意
思

決
定
を
補
助・支
援
し
て
い
く
委
員
会
と
な

り
ま
す
。改
め
て
新
城
市
議
会
と
い
う
組
織

が
効
率
的
か
つ
円
滑
に
機
能
す
る
た
め
に
、

議
会
の「
裏
方
」と
し
て
、ま
た
各
議
員
間
の

「
調
整
役
」と
し
て
の
役
割
を
担
って
い
く
所

存
で
す
。

副議長　丸山隆弘

議会運営委員長　長田共永

（予算・決算委員長
　・広報広聴委員長を兼務）

副
議
長・委
員
長
あ
い
さ
つ

副
議
長・委
員
長
あ
い
さ
つ

愛知県後期高齢者医療広域連合議会議員の就任について
　愛知県後期高齢者医療広域連合議会議員に丸山隆弘議員が令和８年１月６日付けで就任
しました。

通称等の使用について
　令和７年12月１日付で「新城市議会議員通称等使用取扱要綱」を制定しました。
これにより、議員が通称等使用承認申請書を議長に提出し、許可を受けることによって、
議会活動における通称等の使用が可能となりました。
　現在、12月定例会から松島志保議員が花畠志保議員として通称を使用しています。

　市
議
会
副
議
長
に
ご
選
任
を
賜
り
、議

員
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。身

の
引
き
締
ま
る
思
い
と
と
も
に
、議
長
を
支

え
、議
長
引
継
書
に
基
づ
い
た
議
会
運
営
の

円
滑
化
と
活
性
化
に
努
め
ま
す
。そ
し
て
、

何
よ
り
も
市
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
、新

城
市
の
更
な
る
発
展
と
市
民
福
祉
の
向
上

を
目
指
し
、全
力
で
職
務
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。皆
様
の
温
か
い
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
、心
よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
、就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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▶

「湯谷温泉街の活性化に関する
基本構想」の目的は。

Q.

温泉街のにぎわいと老朽化した
施設の在り方の整理。

Ａ.

クマとの遭遇時の安全行動と周
知方法は。

Q.

市ホームページで「ツキノワグマ
注意喚起チラシ」などを掲示。

Ａ.

　本
市
に
お
け
る
「
湯
谷
温
泉
街
の
活

性
化
に
関
す
る
基
本
構
想
」
策
定
に
つ

い
て
伺
う
。

❶
構
想
の
概
要
と
そ
の
目
的
、
今
後
の

検
討
プ
ロ
セ
ス
は
。

❷
関
係
機
関
と
の
相
関
関
係
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

❶
温
泉
旅
館
の
廃
業
や
観
光
入
込
客
数

の
減
少
、
老
朽
化
し
た
施
設
な
ど
多

く
の
課
題
が
あ
る
状
況
を
踏
ま
え
、

今
後
も
持
続
的
に
発
展
し
続
け
ら
れ

る
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
、
温
泉

街
に
再
び
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
た

め
の
取
組
を
自
ら
発
案
し
、
実
行
す

る
「
ま
ち
づ
く
り
組
織
」
の
組
成
を

目
指
す
と
と
も
に
、
老
朽
化
し
た
施

設
の
在
り
方
を
整
理
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
策
定
す
る
。
ま
た
、
今
後

の
検
討
プ
ロ
セ
ス
は
、
温
泉
旅
館
事

業
者
や
周
辺
の
飲
食
店
等
関
連
事
業

者
な
ど
を
中
心
に
開
催
し
た
「
湯
谷

温
泉
街
み
ら
い
デ
ザ
イ
ン
会
議
」
で

の
意
見
を
踏
ま
え
、
令
和
８
年
３
月

末
ま
で
に
策
定
す
る
。

❷
現
在
、
廃
業
し
た
旅
館
等
が
あ
る
一

方
、
自
然
公
園
法
を
含
む
各
種
法
令

の
規
制
に
よ
り
新
た
な
民
間
投
資
が

生
ま
れ
に
く
い
環
境
に
あ
り
、
こ
の

こ
と
も
湯
谷
温
泉
街
の
活
性
化
を
阻

害
す
る
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
今
後
、
地
域
主
体
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
体
制
の
構
築
と
並
行

し
て
、
規
制
主
体
で
あ
る
国
や
県
と

も
課
題
を
共
有
し
な
が
ら
目
指
す
べ

き
将
来
像
に
つ
い
て
の
認
識
を
統
一

し
、
共
に
活
性
化
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

・
野
生
動
物
に
よ
る
人
へ
の
危
険
性
に

つ
い
て

そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

動画でチェック

▶

　本
市
の
ク
マ
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

❶
ク
マ
の
行
動
特
性
は
。

❷
安
全
確
保
に
お
け
る
遭
遇
時
の
安
全

行
動
と
周
知
は
。

❸
人
と
ク
マ
を
取
り
巻
く
社
会
に
お
け

る
地
域
住
民
の
安
心
と
暮
ら
し
は
。

❶
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
広
い
行
動
範
囲
を

持
ち
、
通
常
は
山
林
で
暮
ら
す
単
独

性
の
動
物
で
、
繁
殖
期
や
子
育
て
を

除
い
て
は
独
立
し
た
行
動
を
と
る
傾

向
が
あ
る
。
学
習
能
力
に
つ
い
て

は
、
非
常
に
賢
い
動
物
で
、
新
し
い

状
況
に
適
応
す
る
能
力
が
あ
り
、
食

物
を
効
率
よ
く
見
つ
け
る
た
め
に
学

習
し
、
記
憶
力
も
優
れ
て
い
る
。
そ

の
ほ
か
、
基
本
的
に
臆
病
な
性
格
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
特
に
子
グ
マ
を

連
れ
た
母
グ
マ
に
遭
遇
し
た
場
合

や
、
空
腹
時
、
驚
い
た
時
な
ど
、
攻

撃
的
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
た

め
、
共
存
に
向
け
て
は
、
適
切
な
対

処
と
理
解
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。

❷
大
声
を
出
し
た
り
せ
ず
、
ク
マ
か
ら

目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
て
、
ゆ
っ

く
り
と
後
退
す
る
こ
と
な
ど
を
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
注

意
喚
起
チ
ラ
シ
や
環
境
省
作
成
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
掲
示
し
周
知
し

て
い
る
。

❸
本
市
に
お
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
山

中
で
の
目
撃
に
と
ど
ま
り
人
身
被
害

等
は
発
生
し
て
い
な
い
が
、
目
撃
情

報
自
体
が
市
民
の
不
安
に
つ
な
が
る

の
で
、
山
へ
入
る
場
合
の
注
意
点

や
、
ク
マ
を
集
落
へ
誘
引
し
な
い
た

め
の
対
策
な
ど
を
呼
び
掛
け
て
い

く
。
ま
た
、
集
落
へ
の
出
没
に
備

え
、
市
民
の
安
全
を
第
一
に
緊
急
銃

猟
を
含
め
た
対
策
を
速
や
か
に
実
施

で
き
る
体
制
の
整
備
を
進
め
て
い

く
。

動画でチェック

産
業
振
興
部
長

産
業
振
興
部
長

一般質問12月定例会では、15人が一般質問に登壇し、市の見解を質問しました。
一般質問とは、議員個人の立場で質問するものです。

小林秀德
議員

鈴木長良
議員
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で
あ
る
と
考
え

る
。

❷
大
声
を
出
し
た
り
せ
ず
、
ク
マ
か
ら

目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
て
、
ゆ
っ

く
り
と
後
退
す
る
こ
と
な
ど
を
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
注

意
喚
起
チ
ラ
シ
や
環
境
省
作
成
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
掲
示
し
周
知
し

て
い
る
。

❸
本
市
に
お
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
山

中
で
の
目
撃
に
と
ど
ま
り
人
身
被
害

等
は
発
生
し
て
い
な
い
が
、
目
撃
情

報
自
体
が
市
民
の
不
安
に
つ
な
が
る

の
で
、
山
へ
入
る
場
合
の
注
意
点

や
、
ク
マ
を
集
落
へ
誘
引
し
な
い
た

め
の
対
策
な
ど
を
呼
び
掛
け
て
い

く
。
ま
た
、
集
落
へ
の
出
没
に
備

え
、
市
民
の
安
全
を
第
一
に
緊
急
銃

猟
を
含
め
た
対
策
を
速
や
か
に
実
施

で
き
る
体
制
の
整
備
を
進
め
て
い

く
。

動画でチェック

産
業
振
興
部
長

産
業
振
興
部
長

一般質問12月定例会では、15人が一般質問に登壇し、市の見解を質問しました。
一般質問とは、議員個人の立場で質問するものです。

小林秀德
議員

鈴木長良
議員
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▶

障がいを持つ子どもの保護者へ
の支援は。

Q.

相談窓口の設置や支援策を協議する
仕組みの整備、交通費補助。

Ａ.

新病院建設基本構想の策定進捗状況
は。

Q.

今年度中には基本構想案を完成させ、
パブリックコメントの実施を予定。

Ａ.

　
障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
へ
の
支

援
に
つ
い
て
伺
う
。

❶
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
に
関
す
る
事

業
に
つ
い
て
、
現
況
は
。

❷
保
護
者
へ
の
支
援
に
関
す
る
事
業
に

つ
い
て
、
現
況
は
。

❸
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
本
市
で
あ
る

た
め
に
、
今
後
取
り
組
む
べ
き
と
考

え
る
事
業
は
。

❶
特
別
支
援
学
校
と
の
密
接
な
連
携
を

図
り
、
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ

ポ
ー
ト
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
す

る
こ
と
で
療
育
活
動
を
支
援
し
、
発

達
段
階
に
応
じ
た
継
続
的
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
提
供
に
注
力
し
て
い
る
。

❷
福
祉
課
や
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
等

に
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
気
軽
に
相

談
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
る
。
併

せ
て
、
障
害
者
相
談
支
援
事
業
所
や

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
通
じ

て
、
専
門
的
な
相
談
対
応
を
行
い
、

よ
り
適
切
で
迅
速
な
支
援
を
提
供
で

き
る
体
制
を
確
保
し
て
い
る
。
ま

た
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で
は
、

障
害
児
施
設
等
へ
の
通
所
に
必
要
な

交
通
費
の
一
部
を
助
成
し
、
保
護
者

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
取
組
を

進
め
て
い
る
。

❸
本
市
で
は
、
福
祉
の
枠
に
と
ど
ま
ら

な
い
「
地
域
共
生
社
会
」
の
理
念
に

基
づ
き
、
そ
の
具
体
化
を
進
め
る
中

心
的
な
取
組
と
し
て
「
重
層
的
支
援

体
制
整
備
事
業
」
を
推
進
し
て
い

る
。
新
た
な
事
業
の
導
入
に
依
存
せ

ず
に
既
存
事
業
を
充
実
す
る
こ
と
を

重
視
し
、
地
域
住
民
の
安
心
で
安
全

な
暮
ら
し
を
支
え
る
体
制
の
さ
ら
な

る
強
化
に
努
め
て
い
く
。

・
東
三
河
８
市
町
村
に
よ
る
愛
知
県
知

事
要
望
に
つ
い
て

・
千
郷
地
区
新
設
園
整
備
事
業
に
つ
い

て
そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

動画でチェック

健
康
福
祉
部
長

▶

　
新
城
市
民
病
院
に
係
る
新
病
院
建
設

基
本
構
想
の
進
捗
と
役
割
、
連
携
に
つ

い
て
伺
う
。

❶
新
病
院
建
設
基
本
構
想
の
策
定
進
捗

状
況
は
。

❷
新
城
市
民
病
院
が
こ
の
先
、
奥
三
河

の
基
幹
病
院
と
し
て
担
う
べ
き
役
割

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

❸
東
三
河
北
部
医
療
圏
内
の
民
間
医
療

機
関
や
北
設
楽
郡
３
自
治
体
、
基
幹

病
院
等
と
の
連
携
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
市
の
認
識
は
。

❶
本
年
度
中
に
策
定
す
る
べ
く
鋭
意
進

め
て
い
る
。
ま
た
、
合
意
形
成
を
図

り
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
、
基
本
構
想
に
は
職
員
や

有
識
者
の
意
見
だ
け
で
な
く
、
患
者

や
地
域
住
民
の
意
見
も
取
り
入
れ
る

た
め
、
患
者
ア
ン
ケ
ー
ト
や
市
民
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。
こ
の

ほ
か
、
北
設
楽
郡
の
町
村
長
・
副
町

村
長
へ
の
説
明
な
ど
を
行
っ
て
お

り
、
各
方
面
か
ら
の
意
見
を
集
約

し
、
基
本
構
想
へ
反
映
さ
せ
て
い
く

予
定
。
今
後
は
東
三
河
北
部
医
療
圏

内
の
医
療
機
関
へ
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
新
病
院
の
担
う
べ
き
医
療

機
能
や
必
要
病
床
数
な
ど
を
精
査
し

た
後
、
今
年
度
中
に
は
基
本
構
想
案

を
完
成
さ
せ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

❷
「
高
齢
者
救
急
・
地
域
急
性
期
機

能
」
と
「
在
宅
医
療
等
連
携
機
能
」

を
持
つ
病
院
で
あ
る
こ
と
と
考
え
て

い
る
。

❸
東
三
河
北
部
医
療
圏
内
の
民
間
医
療

機
関
も
含
め
た
連
携
は
も
ち
ろ
ん
、設

楽
町
、東
栄
町
、豊
根
村
と
も
共
通
の
認

識
の
も
と
協
力
体
制
を
図
り
、愛
知
県

や
国
な
ど
へ
あ
ら
ゆ
る
支
援
を
要
請
す

る
な
ど
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。

・
新
城
市
消
防
団
総
合
計
画
に
つ
い
て

そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

動画でチェック

経
営
管
理
部
長

議員
竹下修平

加藤稜唯
議員
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▶

産業基盤の強化内容は。Q.
新城インター企業団地２期事業
と、新たな企業用地開発を推進
し、企業誘致活動につなげる。

Ａ.

市内有償運送の市内全域での展
開の可能性は。

Q.

実施体制が整えば可能である。Ａ.

　市
長
所
信
表
明
に
つ
い
て
伺
う
。

❶
雇
用
と
税
収
の
確
保
に
向
け
た
産
業

基
盤
の
強
化
と
市
内
事
業
者
支
援

は
。

❷
ま
ち
の
拠
点
と
な
る
中
心
核
の
活
力

の
創
出
は
。

❸
関
係
人
口
（
つ
な
が
り
び
と
）
の
さ

ら
な
る
創
出
は
。

❶
産
業
基
盤
の
強
化
で
は
、
現
在
、
事

業
を
進
め
て
い
る
新
城
イ
ン
タ
ー
企

業
団
地
２
期
事
業
と
、
新
た
な
企
業

用
地
開
発
な
ど
を
推
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、
市
内
に
お
け
る
新
た
な
企
業

誘
致
活
動
に
つ
な
げ
、
産
業
基
盤
の

強
化
を
図
っ
て
い
く
。
市
内
事
業
者

支
援
で
は
、
本
年
10
月
か
ら
厚
生
労

働
省
の
事
業
採
択
を
受
け
、
新
城
市

雇
用
創
造
協
議
会
が
運
営
す
る
２
期

目
の
地
域
雇
用
活
性
化
推
進
事
業
で

事
業
所
や
求
職
者
向
け
の
講
習
会
や

求
人
説
明
会
を
開
催
し
、
双
方
の

マ
ッ
チ
ン
グ
機
会
を
設
け
る
こ
と
で

雇
用
の
創
出
を
し
て
い
く
。

❷
令
和
４
年
３
月
に
「
新
城
市
中
心
核

の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
２
０
４
０
」

を
策
定
し
、
そ
の
中
で
中
心
市
街
地

の
活
性
化
を
図
る
た
め
「
豊
か
な
歩

道
空
間
等
の
創
出
」
な
ど
の
目
標
を

掲
げ
、
実
施
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
令
和
５
年

４
月
に
は
「
新
城
市
立
地
適
正
化
計

画
」
を
策
定
し
、
市
の
中
心
核
へ
の

居
住
誘
導
を
促
す
た
め
、
居
住
誘
導

区
域
内
の
土
地
を
新
た
に
購
入
し
住

宅
を
取
得
す
る
方
へ
最
大
30
万
円
を

交
付
す
る
「
居
住
誘
導
区
域
定
住
促

進
奨
励
金
」
を
令
和
６
年
度
か
ら
開

始
し
た
。

❸
市
や
地
域
、
団
体
が
行
う
既
存
の
取

組
の
拡
充
と
新
た
な
取
組
の
創
出
、

地
域
の
困
り
ご
と
な
ど
の
地
域
課
題

解
決
に
向
け
た
、
新
た
な
取
組
に
よ

る
関
係
人
口
の
創
出
も
必
要
と
考
え

て
い
る
。

市
長

▶

　市
内
有
償
運
送
の
現
状
と
今
後
の
展

開
に
つ
い
て
伺
う
。

❶
山
吉
田
ふ
れ
あ
い
交
通
の
現
状
と
課

題
は
。

❷
山
吉
田
ふ
れ
あ
い
交
通
運
営
協
議
会

の
構
成
員
と
助
成
の
状
況
は
。

❸
市
内
全
域
で
の
展
開
の
可
能
性
は
あ

る
の
か
。

❶
現
状
と
し
て
は
、
地
域
住
民
の
暮
ら

し
や
市
民
の
お
で
か
け
の
た
め
の
移

動
手
段
と
し
て
定
着
が
図
ら
れ
て
い

る
一
方
で
、
運
営
面
で
は
「
運
転
手

の
高
齢
化
」
「
車
両
の
老
朽
化
」

「
事
故
へ
の
不
安
」
を
主
な
課
題
と

し
て
認
識
し
て
い
る
。

❷
構
成
員
に
つ
い
て
は
、
全
員
が
鳳
来

南
部
地
域
の
住
民
で
、
実
際
の
運
営

に
携
わ
る
運
転
手
が
21
名
、
予
約
受

付
や
会
計
等
の
事
務
員
６
名
、
こ
の

ほ
か
の
構
成
員
と
し
て
区
長
等
地
区

の
役
員
な
ど
が
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー

と
な
っ
て
い
る
。
市
の
助
成
状
況
に

つ
い
て
は
、
「
新
城
市
地
域
デ
マ
ン

ド
交
通
運
行
事
業
費
補
助
金
」
と
し

て
、
年
間
３
０
０
万
円
を
上
限
に
支

援
を
行
っ
て
お
り
、
令
和
５
年
度
は

２
０
８
万
８
千
円
、
令
和
６
年
度
は

２
１
１
万
２
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

❸
山
吉
田
ふ
れ
あ
い
交
通
の
よ
う
に
地

域
の
皆
さ
ん
が
「
自
分
た
ち
で
地
域

交
通
を
運
営
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

」
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
、
実
施
体

制
が
整
え
ば
横
展
開
す
る
こ
と
は
十

分
に
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。
た

だ
、
Ｓ
バ
ス
の
見
直
し
等
を
含
め
、

地
域
の
状
況
に
応
じ
て
地
域
で
利
用

し
や
す
い
と
思
え
る
移
動
手
段
を
確

保
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

・
市
が
取
り
組
む
べ
き
観
光
行
政
に
つ

い
て

そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

市
民
協
働
部
長

動画でチェック

動画でチェック

議員
長田共永

柴田賢治郎
議員
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▶

障がいを持つ子どもの保護者へ
の支援は。

Q.

相談窓口の設置や支援策を協議する
仕組みの整備、交通費補助。

Ａ.

新病院建設基本構想の策定進捗状況
は。

Q.

今年度中には基本構想案を完成させ、
パブリックコメントの実施を予定。

Ａ.

　
障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
へ
の
支

援
に
つ
い
て
伺
う
。

❶
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
に
関
す
る
事

業
に
つ
い
て
、
現
況
は
。

❷
保
護
者
へ
の
支
援
に
関
す
る
事
業
に

つ
い
て
、
現
況
は
。

❸
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
本
市
で
あ
る

た
め
に
、
今
後
取
り
組
む
べ
き
と
考

え
る
事
業
は
。

❶
特
別
支
援
学
校
と
の
密
接
な
連
携
を

図
り
、
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ

ポ
ー
ト
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
す

る
こ
と
で
療
育
活
動
を
支
援
し
、
発

達
段
階
に
応
じ
た
継
続
的
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
提
供
に
注
力
し
て
い
る
。

❷
福
祉
課
や
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
等

に
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
気
軽
に
相

談
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
る
。
併

せ
て
、
障
害
者
相
談
支
援
事
業
所
や

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
通
じ

て
、
専
門
的
な
相
談
対
応
を
行
い
、

よ
り
適
切
で
迅
速
な
支
援
を
提
供
で

き
る
体
制
を
確
保
し
て
い
る
。
ま

た
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で
は
、

障
害
児
施
設
等
へ
の
通
所
に
必
要
な

交
通
費
の
一
部
を
助
成
し
、
保
護
者

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
取
組
を

進
め
て
い
る
。

❸
本
市
で
は
、
福
祉
の
枠
に
と
ど
ま
ら

な
い
「
地
域
共
生
社
会
」
の
理
念
に

基
づ
き
、
そ
の
具
体
化
を
進
め
る
中

心
的
な
取
組
と
し
て
「
重
層
的
支
援

体
制
整
備
事
業
」
を
推
進
し
て
い

る
。
新
た
な
事
業
の
導
入
に
依
存
せ

ず
に
既
存
事
業
を
充
実
す
る
こ
と
を

重
視
し
、
地
域
住
民
の
安
心
で
安
全

な
暮
ら
し
を
支
え
る
体
制
の
さ
ら
な

る
強
化
に
努
め
て
い
く
。

・
東
三
河
８
市
町
村
に
よ
る
愛
知
県
知

事
要
望
に
つ
い
て

・
千
郷
地
区
新
設
園
整
備
事
業
に
つ
い

て
そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

動画でチェック

健
康
福
祉
部
長

▶

　
新
城
市
民
病
院
に
係
る
新
病
院
建
設

基
本
構
想
の
進
捗
と
役
割
、
連
携
に
つ

い
て
伺
う
。

❶
新
病
院
建
設
基
本
構
想
の
策
定
進
捗

状
況
は
。

❷
新
城
市
民
病
院
が
こ
の
先
、
奥
三
河

の
基
幹
病
院
と
し
て
担
う
べ
き
役
割

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

❸
東
三
河
北
部
医
療
圏
内
の
民
間
医
療

機
関
や
北
設
楽
郡
３
自
治
体
、
基
幹

病
院
等
と
の
連
携
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
市
の
認
識
は
。

❶
本
年
度
中
に
策
定
す
る
べ
く
鋭
意
進

め
て
い
る
。
ま
た
、
合
意
形
成
を
図

り
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
、
基
本
構
想
に
は
職
員
や

有
識
者
の
意
見
だ
け
で
な
く
、
患
者

や
地
域
住
民
の
意
見
も
取
り
入
れ
る

た
め
、
患
者
ア
ン
ケ
ー
ト
や
市
民
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。
こ
の

ほ
か
、
北
設
楽
郡
の
町
村
長
・
副
町

村
長
へ
の
説
明
な
ど
を
行
っ
て
お

り
、
各
方
面
か
ら
の
意
見
を
集
約

し
、
基
本
構
想
へ
反
映
さ
せ
て
い
く

予
定
。
今
後
は
東
三
河
北
部
医
療
圏

内
の
医
療
機
関
へ
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
新
病
院
の
担
う
べ
き
医
療

機
能
や
必
要
病
床
数
な
ど
を
精
査
し

た
後
、
今
年
度
中
に
は
基
本
構
想
案

を
完
成
さ
せ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

❷
「
高
齢
者
救
急
・
地
域
急
性
期
機

能
」
と
「
在
宅
医
療
等
連
携
機
能
」

を
持
つ
病
院
で
あ
る
こ
と
と
考
え
て

い
る
。

❸
東
三
河
北
部
医
療
圏
内
の
民
間
医
療

機
関
も
含
め
た
連
携
は
も
ち
ろ
ん
、設

楽
町
、東
栄
町
、豊
根
村
と
も
共
通
の
認

識
の
も
と
協
力
体
制
を
図
り
、愛
知
県

や
国
な
ど
へ
あ
ら
ゆ
る
支
援
を
要
請
す

る
な
ど
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。

・
新
城
市
消
防
団
総
合
計
画
に
つ
い
て

そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

動画でチェック

経
営
管
理
部
長

議員
竹下修平

加藤稜唯
議員

4

▶

産業基盤の強化内容は。Q.
新城インター企業団地２期事業
と、新たな企業用地開発を推進
し、企業誘致活動につなげる。

Ａ.

市内有償運送の市内全域での展
開の可能性は。

Q.

実施体制が整えば可能である。Ａ.

　市
長
所
信
表
明
に
つ
い
て
伺
う
。

❶
雇
用
と
税
収
の
確
保
に
向
け
た
産
業

基
盤
の
強
化
と
市
内
事
業
者
支
援

は
。

❷
ま
ち
の
拠
点
と
な
る
中
心
核
の
活
力

の
創
出
は
。

❸
関
係
人
口
（
つ
な
が
り
び
と
）
の
さ

ら
な
る
創
出
は
。

❶
産
業
基
盤
の
強
化
で
は
、
現
在
、
事

業
を
進
め
て
い
る
新
城
イ
ン
タ
ー
企

業
団
地
２
期
事
業
と
、
新
た
な
企
業

用
地
開
発
な
ど
を
推
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、
市
内
に
お
け
る
新
た
な
企
業

誘
致
活
動
に
つ
な
げ
、
産
業
基
盤
の

強
化
を
図
っ
て
い
く
。
市
内
事
業
者

支
援
で
は
、
本
年
10
月
か
ら
厚
生
労

働
省
の
事
業
採
択
を
受
け
、
新
城
市

雇
用
創
造
協
議
会
が
運
営
す
る
２
期

目
の
地
域
雇
用
活
性
化
推
進
事
業
で

事
業
所
や
求
職
者
向
け
の
講
習
会
や

求
人
説
明
会
を
開
催
し
、
双
方
の

マ
ッ
チ
ン
グ
機
会
を
設
け
る
こ
と
で

雇
用
の
創
出
を
し
て
い
く
。

❷
令
和
４
年
３
月
に
「
新
城
市
中
心
核

の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
２
０
４
０
」

を
策
定
し
、
そ
の
中
で
中
心
市
街
地

の
活
性
化
を
図
る
た
め
「
豊
か
な
歩

道
空
間
等
の
創
出
」
な
ど
の
目
標
を

掲
げ
、
実
施
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
令
和
５
年

４
月
に
は
「
新
城
市
立
地
適
正
化
計

画
」
を
策
定
し
、
市
の
中
心
核
へ
の

居
住
誘
導
を
促
す
た
め
、
居
住
誘
導

区
域
内
の
土
地
を
新
た
に
購
入
し
住

宅
を
取
得
す
る
方
へ
最
大
30
万
円
を

交
付
す
る
「
居
住
誘
導
区
域
定
住
促

進
奨
励
金
」
を
令
和
６
年
度
か
ら
開

始
し
た
。

❸
市
や
地
域
、
団
体
が
行
う
既
存
の
取

組
の
拡
充
と
新
た
な
取
組
の
創
出
、

地
域
の
困
り
ご
と
な
ど
の
地
域
課
題

解
決
に
向
け
た
、
新
た
な
取
組
に
よ

る
関
係
人
口
の
創
出
も
必
要
と
考
え

て
い
る
。

市
長

▶

　市
内
有
償
運
送
の
現
状
と
今
後
の
展

開
に
つ
い
て
伺
う
。

❶
山
吉
田
ふ
れ
あ
い
交
通
の
現
状
と
課

題
は
。

❷
山
吉
田
ふ
れ
あ
い
交
通
運
営
協
議
会

の
構
成
員
と
助
成
の
状
況
は
。

❸
市
内
全
域
で
の
展
開
の
可
能
性
は
あ

る
の
か
。

❶
現
状
と
し
て
は
、
地
域
住
民
の
暮
ら

し
や
市
民
の
お
で
か
け
の
た
め
の
移

動
手
段
と
し
て
定
着
が
図
ら
れ
て
い

る
一
方
で
、
運
営
面
で
は
「
運
転
手

の
高
齢
化
」
「
車
両
の
老
朽
化
」

「
事
故
へ
の
不
安
」
を
主
な
課
題
と

し
て
認
識
し
て
い
る
。

❷
構
成
員
に
つ
い
て
は
、
全
員
が
鳳
来

南
部
地
域
の
住
民
で
、
実
際
の
運
営

に
携
わ
る
運
転
手
が
21
名
、
予
約
受

付
や
会
計
等
の
事
務
員
６
名
、
こ
の

ほ
か
の
構
成
員
と
し
て
区
長
等
地
区

の
役
員
な
ど
が
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー

と
な
っ
て
い
る
。
市
の
助
成
状
況
に

つ
い
て
は
、
「
新
城
市
地
域
デ
マ
ン

ド
交
通
運
行
事
業
費
補
助
金
」
と
し

て
、
年
間
３
０
０
万
円
を
上
限
に
支

援
を
行
っ
て
お
り
、
令
和
５
年
度
は

２
０
８
万
８
千
円
、
令
和
６
年
度
は

２
１
１
万
２
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

❸
山
吉
田
ふ
れ
あ
い
交
通
の
よ
う
に
地

域
の
皆
さ
ん
が
「
自
分
た
ち
で
地
域

交
通
を
運
営
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

」
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
、
実
施
体

制
が
整
え
ば
横
展
開
す
る
こ
と
は
十

分
に
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。
た

だ
、
Ｓ
バ
ス
の
見
直
し
等
を
含
め
、

地
域
の
状
況
に
応
じ
て
地
域
で
利
用

し
や
す
い
と
思
え
る
移
動
手
段
を
確

保
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

・
市
が
取
り
組
む
べ
き
観
光
行
政
に
つ

い
て

そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

市
民
協
働
部
長

動画でチェック

動画でチェック

議員
長田共永

柴田賢治郎
議員
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▶

Q.

Ａ.

住宅用火災警報器の設置状況
は。

Q.

設置率８７パーセント。Ａ.

動画でチェック

▶

　火
災
予
防
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

❶
火
災
予
防
対
策
の
現
状
と
今
後
の
課
題

は
。

❷
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況
お

よ
び
そ
の
減
災
効
果
は
。

❶
現
状
に
つ
い
て
は
、
毎
月
19
日
の
防

火
の
日
に
お
け
る
防
災
行
政
無
線
、

公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
消
防
車
両
に
よ
る
防

火
広
報
お
よ
び
火
災
予
防
運
動
期
間

中
に
お
け
る
新
城
市
女
性
防
火
ク
ラ

ブ
に
よ
る
街
頭
広
報
を
は
じ
め
、
随

時
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
り
防

火
思
想
の
普
及
啓
発
活
動
に
努
め
て

い
る
。
本
市
は
地
域
性
か
ら
、
た
き

火
が
出
火
原
因
と
な
る
火
災
が
多

く
、
乾
燥
時
や
強
風
時
に
た
き
火
の

実
施
を
抑
制
さ
せ
る
こ
と
が
火
災
予

防
対
策
と
し
て
最
も
効
果
が
あ
る
と

考
え
る
。
課
題
と
し
て
は
、
市
域
の

約
80
パ
ー
セ
ン
ト
が
森
林
で
あ
り
、

大
規
模
な
林
野
火
災
の
発
生
が
危
惧

さ
れ
る
。
こ
の
対
策
と
し
て
、
林
野

火
災
予
防
の
実
効
性
を
高
め
る
こ
と

が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
林
野
火

災
予
防
に
係
る
注
意
喚
起
等
を
行
う

仕
組
み
で
あ
る
林
野
火
災
注
意
報
等

を
創
設
す
る
た
め
、
こ
の
12
月
定
例

会
に
新
城
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部

改
正
を
上
程
し
て
い
る
。

❷
設
置
率
87
パ
ー
セ
ン
ト
。
減
災
効
果

に
つ
い
て
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

が
作
動
し
た
事
案
が
過
去
５
年
間
で

５
件
あ
り
、
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
死
傷

者
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
早
期
に
火

災
に
気
づ
き
初
期
消
火
に
成
功
し
た

事
案
も
あ
り
、
効
果
は
あ
っ
た
と
評

価
し
て
い
る
。

・
豪
雨
災
害
予
防
対
策
に
つ
い
て

・
獣
害
予
防
対
策
に
つ
い
て

・
市
長
所
信
表
明
に
つ
い
て

そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

消
防
長

動画でチェック

前回の選挙と比較し年代別の投
票率に変化はあったか。

大きな変化はなかった。

　選
挙
投
票
率
向
上
の
取
組
に
つ
い
て

伺
う
。

❶
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
に
お
け
る

投
票
率
の
総
括
に
つ
い
て
。

　ア
前
回
の
選
挙
と
比
較
し
年
代
別
の

投
票
率
に
変
化
は
あ
っ
た
か
。

　イ
10
代
、
20
代
の
若
者
の
投
票
行
動

の
結
果
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、

今
後
、
選
挙
へ
の
関
心
を
高
め
る

た
め
に
何
を
す
る
べ
き
か
。

❷
高
齢
者
の
投
票
機
会
の
拡
充
を
図
る

た
め
に
移
動
期
日
前
投
票
に
取
り
組

む
事
例
も
あ
る
。
本
市
に
お
い
て
考

え
る
工
夫
は
あ
る
か
。

❶
ア
令
和
３
年
と
令
和
７
年
で
年
代
別

に
比
較
で
き
る
も
の
は
、
期
日
前

投
票
お
よ
び
不
在
者
投
票
の
デ
ー

タ
し
か
な
い
の
で
、
こ
の
デ
ー
タ

を
基
に
市
長
選
挙
に
お
け
る
投
票

率
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
年
代
別

の
投
票
率
に
お
い
て
大
き
な
変
化

は
な
か
っ
た
。

　
イ
10
代
、
20
代
の
投
票
率
は
、
他
の

年
代
に
比
べ
て
低
い
水
準
だ
っ

た
。
投
票
環
境
の
見
直
し
や
選
挙

啓
発
、
主
権
者
教
育
な
ど
を
引
き

続
き
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

❷
本
市
に
お
い
て
も
移
動
期
日
前
投
票

所
等
を
設
置
で
き
な
い
か
検
討
を
し

た
が
、
シ
ス
テ
ム
の
構
築
お
よ
び
維

持
管
理
費
に
要
す
る
費
用
が
多
額
で

あ
り
、
導
入
は
難
し
い
と
考
え
る
。

バ
ス
等
に
よ
り
有
権
者
を
投
票
所
ま

で
運
ぶ
方
法
が
現
実
的
で
あ
る
一

方
、
市
域
が
広
い
た
め
、
ど
こ
に
ど

れ
だ
け
の
車
両
を
走
ら
せ
る
か
な
ど

の
課
題
も
あ
り
、
引
き
続
き
検
討
が

必
要
で
あ
る
。

・
新
城
南
部
企
業
団
地
産
業
廃
棄
物
中

間
処
理
施
設
の
環
境
対
策
に
つ
い
て

そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

総
務
部
長

鈴木達雄
議員

中西宏彰
議員

6

▶

介護保険２割負担の割合は。Q.

給付を受けた第１号被保険者の約３％。Ａ.

Ｚ世代課が生まれた背景は。Q.

Ｚ世代から選ばれ働き続けたく
なる市役所を実現するため。

Ａ.

　
次
期
介
護
保
険
制
度
改
正
の
動
向

と
、
本
市
の
市
民
生
活
へ
の
影
響
お
よ

び
市
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

❶
利
用
料
の
２
割
負
担
の
対
象
拡
大
の

影
響
に
つ
い
て
本
市
に
お
け
る
第
１

号
被
保
険
者
の
う
ち
、
現
在
の
１
割

負
担
・
２
割
負
担
・
３
割
負
担
の
対

象
者
数
と
そ
の
割
合
は
。

❷
利
用
料
の
増
額
に
よ
る
「
利
用
控

え
」
や
そ
れ
に
伴
う
重
度
化
の
リ
ス

ク
に
つ
い
て
市
の
認
識
は
。

❶
負
担
割
合
に
つ
い
て
正
確
に
把
握
す

る
こ
と
は
難
し
い
が
、
東
三
河
広
域

連
合
が
作
成
し
た
令
和
７
年
８
月
の

月
報
に
よ
れ
ば
、
本
市
に
お
い
て
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
実
際
に
利
用

し
、
保
険
給
付
を
受
け
た
第
１
号
被

保
険
者
の
件
数
は
、
５
４
０
７
件
。

こ
の
う
ち
、
利
用
者
負
担
割
合
が
１

割
の
件
数
は
５
１
２
７
件
、
２
割
負

担
の
件
数
は
１
６
０
件
、
３
割
負
担

の
件
数
は
１
２
０
件
。 

そ
れ
ぞ
れ
の

割
合
に
つ
い
て
は
、
１
割
負
担
が
約

94
．
８
パ
ー
セ
ン
ト
、
２
割
負
担
が

約
３
パ
ー
セ
ン
ト
、
３
割
負
担
が
約

２
．
２
パ
ー
セ
ン
ト
。

❷
「
利
用
控
え
」
が
生
じ
な
い
よ
う
な

仕
組
み
と
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
の
社

会
保
障
審
議
会
に
お
い
て
「
相
対
的

に
負
担
能
力
が
あ
る
方
に
２
割
負
担

の
対
象
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
」
や

「
こ
れ
ま
で
の
基
準
よ
り
収
入
が
低

い
方
等
が
負
担
増
と
な
る
こ
と
へ
の

配
慮
」
等
に
つ
い
て
高
齢
者
の
生
活

実
態
や
生
活
へ
の
影
響
等
を
勘
案

し
、
慎
重
に
議
論
が
さ
れ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。

・
市
長
所
信
表
明
に
つ
い
て

健
康
福
祉
部
長

▶

　
Ｚ
世
代
課
の
進
捗
に
つ
い
て
伺
う
。

❶
Ｚ
世
代
課
の
進
捗
に
つ
い
て
の
報
告

は
出
て
い
る
か
。

❷
Ｚ
世
代
課
が
生
ま
れ
た
背
景
は
。

❸
背
景
の
中
に
若
い
世
代
の
定
着
を
図

る
意
義
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
現
時
点

で
考
え
る
対
策
は
。

❶
こ
れ
ま
で
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
８
回

開
催
し
、
現
在
、
９
月
に
実
施
し
た

職
員
の
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン

ト
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

の
分
析
と
課
題
の
洗
い
出
し
を
行
っ

て
い
る
。 

　
年
明
け
に
分
析
結
果
を
庁
内
職
員
へ

報
告
す
る
予
定
を
し
て
い
る
。

❷
昨
今
の
就
職
活
動
は
就
活
生
や
求
職

者
に
有
利
な
売
り
手
市
場
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
優
秀
な
人
材
の
確

保
と
離
職
を
防
止
す
る
こ
と
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
Ｚ
世
代
か
ら
選
ば

れ
、
働
き
続
け
た
く
な
る
市
役
所
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
当
事
者
で
あ

る
Ｚ
世
代
の
職
員
の
声
を
吸
い
上
げ

て
組
織
文
化
を
変
革
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
、
新
設
し
た
。

❸
Ｚ
世
代
課
の
メ
ン
バ
ー
が
検
討
中
。

現
時
点
で
の
市
の
考
え
は
「
働
き
が

い
」
と
「
働
き
や
す
さ
」
の
両
面
か

ら
若
い
世
代
の
職
員
の
価
値
観
に

合
っ
た
職
場
環
境
に
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
、
職
員
の
誰
も
が

否
定
さ
れ
ず
公
平
に
自
分
の
考
え
を

述
べ
合
う
「
心
理
的
安
全
性
」
の
高

い
環
境
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

※

ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

　
仕
事
に
や
り
が
い
（
誇
り
）
を
感
じ
、
熱

心
に
取
り
組
み
、
仕
事
か
ら
活
力
を
得
て

い
る
状
態

・
市
長
所
信
表
明
に
つ
い
て

・
本
市
の
考
え
る
働
き
方
改
革
に
つ
い

て そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

企
画
部
長

動画でチェック

動画でチェック

議員
白頭聖志

議員
古瀬　剛

※
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▶

Q.

Ａ.

住宅用火災警報器の設置状況
は。

Q.

設置率８７パーセント。Ａ.

動画でチェック

▶

　火
災
予
防
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

❶
火
災
予
防
対
策
の
現
状
と
今
後
の
課
題

は
。

❷
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況
お

よ
び
そ
の
減
災
効
果
は
。

❶
現
状
に
つ
い
て
は
、
毎
月
19
日
の
防

火
の
日
に
お
け
る
防
災
行
政
無
線
、

公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
消
防
車
両
に
よ
る
防

火
広
報
お
よ
び
火
災
予
防
運
動
期
間

中
に
お
け
る
新
城
市
女
性
防
火
ク
ラ

ブ
に
よ
る
街
頭
広
報
を
は
じ
め
、
随

時
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
り
防

火
思
想
の
普
及
啓
発
活
動
に
努
め
て

い
る
。
本
市
は
地
域
性
か
ら
、
た
き

火
が
出
火
原
因
と
な
る
火
災
が
多

く
、
乾
燥
時
や
強
風
時
に
た
き
火
の

実
施
を
抑
制
さ
せ
る
こ
と
が
火
災
予

防
対
策
と
し
て
最
も
効
果
が
あ
る
と

考
え
る
。
課
題
と
し
て
は
、
市
域
の

約
80
パ
ー
セ
ン
ト
が
森
林
で
あ
り
、

大
規
模
な
林
野
火
災
の
発
生
が
危
惧

さ
れ
る
。
こ
の
対
策
と
し
て
、
林
野

火
災
予
防
の
実
効
性
を
高
め
る
こ
と

が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
林
野
火

災
予
防
に
係
る
注
意
喚
起
等
を
行
う

仕
組
み
で
あ
る
林
野
火
災
注
意
報
等

を
創
設
す
る
た
め
、
こ
の
12
月
定
例

会
に
新
城
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部

改
正
を
上
程
し
て
い
る
。

❷
設
置
率
87
パ
ー
セ
ン
ト
。
減
災
効
果

に
つ
い
て
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

が
作
動
し
た
事
案
が
過
去
５
年
間
で

５
件
あ
り
、
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
死
傷

者
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
早
期
に
火

災
に
気
づ
き
初
期
消
火
に
成
功
し
た

事
案
も
あ
り
、
効
果
は
あ
っ
た
と
評

価
し
て
い
る
。

・
豪
雨
災
害
予
防
対
策
に
つ
い
て

・
獣
害
予
防
対
策
に
つ
い
て

・
市
長
所
信
表
明
に
つ
い
て

そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

消
防
長

動画でチェック

前回の選挙と比較し年代別の投
票率に変化はあったか。

大きな変化はなかった。

　選
挙
投
票
率
向
上
の
取
組
に
つ
い
て

伺
う
。

❶
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
に
お
け
る

投
票
率
の
総
括
に
つ
い
て
。

　ア
前
回
の
選
挙
と
比
較
し
年
代
別
の

投
票
率
に
変
化
は
あ
っ
た
か
。

　イ
10
代
、
20
代
の
若
者
の
投
票
行
動

の
結
果
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、

今
後
、
選
挙
へ
の
関
心
を
高
め
る

た
め
に
何
を
す
る
べ
き
か
。

❷
高
齢
者
の
投
票
機
会
の
拡
充
を
図
る

た
め
に
移
動
期
日
前
投
票
に
取
り
組

む
事
例
も
あ
る
。
本
市
に
お
い
て
考

え
る
工
夫
は
あ
る
か
。

❶
ア
令
和
３
年
と
令
和
７
年
で
年
代
別

に
比
較
で
き
る
も
の
は
、
期
日
前

投
票
お
よ
び
不
在
者
投
票
の
デ
ー

タ
し
か
な
い
の
で
、
こ
の
デ
ー
タ

を
基
に
市
長
選
挙
に
お
け
る
投
票

率
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
年
代
別

の
投
票
率
に
お
い
て
大
き
な
変
化

は
な
か
っ
た
。

　
イ
10
代
、
20
代
の
投
票
率
は
、
他
の

年
代
に
比
べ
て
低
い
水
準
だ
っ

た
。
投
票
環
境
の
見
直
し
や
選
挙

啓
発
、
主
権
者
教
育
な
ど
を
引
き

続
き
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

❷
本
市
に
お
い
て
も
移
動
期
日
前
投
票

所
等
を
設
置
で
き
な
い
か
検
討
を
し

た
が
、
シ
ス
テ
ム
の
構
築
お
よ
び
維

持
管
理
費
に
要
す
る
費
用
が
多
額
で

あ
り
、
導
入
は
難
し
い
と
考
え
る
。

バ
ス
等
に
よ
り
有
権
者
を
投
票
所
ま

で
運
ぶ
方
法
が
現
実
的
で
あ
る
一

方
、
市
域
が
広
い
た
め
、
ど
こ
に
ど

れ
だ
け
の
車
両
を
走
ら
せ
る
か
な
ど

の
課
題
も
あ
り
、
引
き
続
き
検
討
が

必
要
で
あ
る
。

・
新
城
南
部
企
業
団
地
産
業
廃
棄
物
中

間
処
理
施
設
の
環
境
対
策
に
つ
い
て

そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

総
務
部
長

鈴木達雄
議員

中西宏彰
議員

6

▶

介護保険２割負担の割合は。Q.

給付を受けた第１号被保険者の約３％。Ａ.

Ｚ世代課が生まれた背景は。Q.

Ｚ世代から選ばれ働き続けたく
なる市役所を実現するため。

Ａ.

　
次
期
介
護
保
険
制
度
改
正
の
動
向

と
、
本
市
の
市
民
生
活
へ
の
影
響
お
よ

び
市
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

❶
利
用
料
の
２
割
負
担
の
対
象
拡
大
の

影
響
に
つ
い
て
本
市
に
お
け
る
第
１

号
被
保
険
者
の
う
ち
、
現
在
の
１
割

負
担
・
２
割
負
担
・
３
割
負
担
の
対

象
者
数
と
そ
の
割
合
は
。

❷
利
用
料
の
増
額
に
よ
る
「
利
用
控

え
」
や
そ
れ
に
伴
う
重
度
化
の
リ
ス

ク
に
つ
い
て
市
の
認
識
は
。

❶
負
担
割
合
に
つ
い
て
正
確
に
把
握
す

る
こ
と
は
難
し
い
が
、
東
三
河
広
域

連
合
が
作
成
し
た
令
和
７
年
８
月
の

月
報
に
よ
れ
ば
、
本
市
に
お
い
て
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
実
際
に
利
用

し
、
保
険
給
付
を
受
け
た
第
１
号
被

保
険
者
の
件
数
は
、
５
４
０
７
件
。

こ
の
う
ち
、
利
用
者
負
担
割
合
が
１

割
の
件
数
は
５
１
２
７
件
、
２
割
負

担
の
件
数
は
１
６
０
件
、
３
割
負
担

の
件
数
は
１
２
０
件
。 

そ
れ
ぞ
れ
の

割
合
に
つ
い
て
は
、
１
割
負
担
が
約

94
．
８
パ
ー
セ
ン
ト
、
２
割
負
担
が

約
３
パ
ー
セ
ン
ト
、
３
割
負
担
が
約

２
．
２
パ
ー
セ
ン
ト
。

❷
「
利
用
控
え
」
が
生
じ
な
い
よ
う
な

仕
組
み
と
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
の
社

会
保
障
審
議
会
に
お
い
て
「
相
対
的

に
負
担
能
力
が
あ
る
方
に
２
割
負
担

の
対
象
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
」
や

「
こ
れ
ま
で
の
基
準
よ
り
収
入
が
低

い
方
等
が
負
担
増
と
な
る
こ
と
へ
の

配
慮
」
等
に
つ
い
て
高
齢
者
の
生
活

実
態
や
生
活
へ
の
影
響
等
を
勘
案

し
、
慎
重
に
議
論
が
さ
れ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。

・
市
長
所
信
表
明
に
つ
い
て

健
康
福
祉
部
長

▶

　
Ｚ
世
代
課
の
進
捗
に
つ
い
て
伺
う
。

❶
Ｚ
世
代
課
の
進
捗
に
つ
い
て
の
報
告

は
出
て
い
る
か
。

❷
Ｚ
世
代
課
が
生
ま
れ
た
背
景
は
。

❸
背
景
の
中
に
若
い
世
代
の
定
着
を
図

る
意
義
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
現
時
点

で
考
え
る
対
策
は
。

❶
こ
れ
ま
で
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
８
回

開
催
し
、
現
在
、
９
月
に
実
施
し
た

職
員
の
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン

ト
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

の
分
析
と
課
題
の
洗
い
出
し
を
行
っ

て
い
る
。 

　
年
明
け
に
分
析
結
果
を
庁
内
職
員
へ

報
告
す
る
予
定
を
し
て
い
る
。

❷
昨
今
の
就
職
活
動
は
就
活
生
や
求
職

者
に
有
利
な
売
り
手
市
場
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
優
秀
な
人
材
の
確

保
と
離
職
を
防
止
す
る
こ
と
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
Ｚ
世
代
か
ら
選
ば

れ
、
働
き
続
け
た
く
な
る
市
役
所
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
当
事
者
で
あ

る
Ｚ
世
代
の
職
員
の
声
を
吸
い
上
げ

て
組
織
文
化
を
変
革
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
、
新
設
し
た
。

❸
Ｚ
世
代
課
の
メ
ン
バ
ー
が
検
討
中
。

現
時
点
で
の
市
の
考
え
は
「
働
き
が

い
」
と
「
働
き
や
す
さ
」
の
両
面
か

ら
若
い
世
代
の
職
員
の
価
値
観
に

合
っ
た
職
場
環
境
に
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
、
職
員
の
誰
も
が

否
定
さ
れ
ず
公
平
に
自
分
の
考
え
を

述
べ
合
う
「
心
理
的
安
全
性
」
の
高

い
環
境
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

※

ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

　
仕
事
に
や
り
が
い
（
誇
り
）
を
感
じ
、
熱

心
に
取
り
組
み
、
仕
事
か
ら
活
力
を
得
て

い
る
状
態

・
市
長
所
信
表
明
に
つ
い
て

・
本
市
の
考
え
る
働
き
方
改
革
に
つ
い

て そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

企
画
部
長

動画でチェック

動画でチェック

議員
白頭聖志

議員
古瀬　剛

※
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▶

Q.

Ａ.

これまでの自校式給食方式との光
熱水費の月額対比は。

Q.

自校式が２３７万円、センター
が４６９万円。

Ａ.

動画でチェック

▶

　新
城
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
検
証

に
つ
い
て
伺
う
。

❶
光
熱
水
費
に
つ
い
て
、
自
校
式
給
食

方
式
と
の
月
額
対
比
は
。

❷
設
備
の
維
持
管
理
保
守
点
検
等
に
つ

い
て
、
自
校
式
給
食
方
式
と
の
月
額

対
比
は
。

❸
セ
ン
タ
ー
化
に
よ
り
財
政
面
で
の
利

点
は
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。

❶
電
気
、
水
道
に
つ
い
て
は
給
食
室
単

独
の
メ
ー
タ
ー
が
あ
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
、
推
計
に
よ
る
金
額
と
な
る

が
、
令
和
６
年
度
の
月
額
平
均
で
、

自
校
式
が
約
２
３
７
万
円
、
セ
ン

タ
ー
が
約
４
６
９
万
円
。

❷
令
和
５
年
度
の
自
校
式
で
の
月
額

と
、
令
和
７
年
度
の
セ
ン
タ
ー
で
の

委
託
契
約
金
額
の
月
額
を
対
比
す
る

と
、
令
和
５
年
度
の
自
校
式
の
維
持

管
理
保
守
点
検
等
の
月
額
は
約
27
万

円
、
令
和
７
年
度
の
セ
ン
タ
ー
で
の

月
額
は
２
２
０
万
円
。
自
校
式
で
も

必
要
で
あ
っ
た
経
費
に
加
え
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
や
ボ
イ
ラ
ー
の
保
守
点
検

な
ど
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
増
え

た
。

❸
仮
に
17
校
す
べ
て
の
自
校
式
を
継
続

し
て
い
た
場
合
、
既
存
給
食
室
の
約

１
．
４
倍
以
上
の
ス
ペ
ー
ス
を
持
つ

給
食
室
へ
の
改
修
が
必
要
と
な
る
ほ

か
、
学
校
数
分
の
厨
房
機
器
の
更
新

な
ど
、
そ
の
都
度
、
一
般
財
源
で
対

応
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
、
合
併
特

例
債
な
ど
の
有
利
な
財
源
を
活
用
し

て
セ
ン
タ
ー
化
を
図
っ
た
こ
と
は
財

政
面
に
お
い
て
利
点
が
あ
っ
た
と
考

え
る
。

・
本
市
の
愛
国
教
育
に
つ
い
て

・
千
郷
地
区
新
設
園
整
備
事
業
に
つ
い

て そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

教
育
部
長

動画でチェック

生活保護受給者の人数は。

１２月１日時点で、１４２世帯、
１７６人。

　市
民
の
経
済
状
況
な
ど
に
つ
い
て
伺

う
。

❶
直
近
の
生
活
保
護
受
給
者
の
人
数

は
。

❷
増
減
の
理
由
は
。

❸
こ
れ
ら
に
対
す
る
施
策
は
。

❶
本
市
の
生
活
保
護
受
給
者
は
、
令
和

７
年
12
月
１
日
時
点
で
、
１
４
２
世

帯
、
１
７
６
人
。

❷
前
月
と
比
較
す
る
と
３
世
帯
３
人
が

廃
止
と
な
り
、
１
世
帯
２
人
が
新
た

に
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
世
帯

数
は
11
月
よ
り
２
世
帯
、
人
数
は
１

人
減
少
し
て
い
る
。
９
月
１
日
時
点

の
実
績
と
比
較
す
る
と
、
９
月
か
ら

12
月
の
間
に
世
帯
数
は
１
世
帯
、
人

数
は
２
人
減
少
し
て
い
る
。
９
月
か

ら
12
月
に
か
け
て
の
受
給
廃
止
の
要

因
に
つ
い
て
は
、
就
労
に
よ
る
収
入

の
確
保
、
受
給
者
の
死
亡
お
よ
び
失

業
給
付
の
受
給
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一

方
で
、
新
規
開
始
の
理
由
と
し
て

は
、
世
帯
主
の
傷
病
が
要
因
と
な
っ

て
い
る
。

❸
受
給
者
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、
個
別
の
ケ
ー
ス
に
応

じ
た
支
援
を
行
う
伴
走
型
の
支
援
を

講
じ
る
こ
と
で
少
し
ず
つ
状
況
の
改

善
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

・
市
内
企
業
の
経
済
負
担
な
ど
に
つ
い

て
・
新
城
市
子
ど
も
食
堂
・
地
域
食
堂
推

進
事
業
に
つ
い
て

・
「
手
話
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」
の
施
行
に
つ
い
て

・
新
城
市
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
「
み

ら
い
こ
」
に
つ
い
て

そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

健
康
福
祉
部
長

山田辰也
議員

今泉吉孝　　　　　
議員
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▶

市民病院のあるべき姿は。Q.
奥三河の基幹病院として地域住
民に信頼され、選ばれる病院で
あること。

Ａ.

総合的な野生動物対策は。Q.

「寄せない」「入れない」
「捕まえる」を実施している。

Ａ.

　新
城
市
民
病
院
新
病
院
建
設
基
本
構

想
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出
た
意
見
か
ら
見

え
て
く
る
市
民
病
院
の
姿
、
今
後
さ
ら

に
進
む
少
子
高
齢
化
時
代
に
お
け
る
持

続
可
能
な
市
民
病
院
の
姿
と
あ
り
方
に

つ
い
て
伺
う
。

　
新
城
市
民
病
院
の
あ
る
べ
き
姿
と
し

て
は
、
こ
の
先
も
奥
三
河
の
基
幹
病
院

と
し
て
地
域
住
民
に
信
頼
さ
れ
、
選
ば

れ
る
病
院
で
あ
り
、
質
の
高
い
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
高
度
医
療
機
器
の

整
備
、
病
診
連
携
の
促
進
を
図
り
、
地

域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
医
療
の

提
供
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
。
人
口
減
少
、
患
者
減
少
が
予
測

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
た
持
続
可

能
な
市
民
病
院
の
在
り
方
に
つ
い
て

は
、
単
に
現
在
の
病
床
数
を
維
持
さ
せ

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
当
院
の
役

割
や
機
能
、
病
床
稼
働
率
や
医
療
従
事

者
の
確
保
な
ど
、
多
角
的
な
面
で
の
検

討
か
ら
適
正
な
病
床
数
を
導
き
出
し
、

こ
の
先
の
基
本
計
画
等
で
示
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
　

　
　
　
　

　
ま
た
、
東
三
河
北
部
医
療
圏
内
で
唯

一
の
急
性
期
一
般
病
床
を
持
つ
病
院
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
救
急
、
入
院
の
受
け

入
れ
に
つ
い
て
対
応
で
き
る
病
院
で
あ

り
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

・
市
長
所
信
表
明
に
つ
い
て

・
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
に
つ
い
て

・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
寿
楽
荘
に
つ
い
て

・
穂
の
香
看
護
専
門
学
校
に
つ
い
て

・
長
篠
橋
の
歩
行
者
専
用
橋
架
設
の
可

能
性
に
つ
い
て

経
営
管
理
部
長

▶

　過
疎
対
策
お
よ
び
野
生
動
物
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

❶
過
疎
の
進
行
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

維
持
の
困
難
を
受
け
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
な
ど

を
策
定
し
、
若
者
や
女
性
の
活
躍
推

進
や
暮
ら
し
や
す
さ
の
向
上
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き
た
が
、
成
果
は
。

❷
過
疎
の
進
行
は
、
野
生
動
物
の
生
息

域
拡
大
や
個
体
数
増
加
の
一
因
と

な
っ
て
お
り
、
農
作
物
被
害
や
人
へ

の
被
害
も
心
配
さ
れ
る
。
侵
入
防

止
、
餌
場
の
除
去
、
地
域
ぐ
る
み
の

環
境
整
備
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
総

合
的
な
対
策
の
必
要
性
は
。

❶
第
２
期
の
総
合
戦
略
は
令
和
６
年
度

ま
で
の
各
種
取
組
の
事
業
評
価
が
出

て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
事
業

実
施
で
き
な
か
っ
た
も
の
を
除
き
、

目
標
達
成
や
基
準
値
を
上
回
っ
て
い

る
事
業
は
約
７
割
。
具
体
的
に
は
、

新
規
就
農
者
数
や
創
業
者
数
は
目
標

値
を
上
回
っ
た
こ
と
や
、
豊
橋
新
城

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
の
推
進
な

ど
が
成
果
で
あ
る
。

❷
全
国
で
「
寄
せ
な
い
」
「
入
れ
な
い

」
「
捕
ま
え
る
」
と
い
う
３
本
柱
を

実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
を
複
合
的
に

実
施
す
る
こ
と
で
効
果
が
高
ま
る
。

環
境
整
備
は
「
寄
せ
な
い
」
対
策
で

あ
り
、
過
疎
地
で
ど
う
い
っ
た
方
法

で
対
策
が
で
き
る
の
か
、
愛
知
県
へ

も
相
談
し
対
策
を
検
討
し
て
い
る
。

・
湯
谷
温
泉
街
活
性
化
構
想
及
び
鳳
来

ゆ
〜
ゆ
〜
あ
り
い
な
基
本
構
想
策
定

に
つ
い
て

・
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
実
施
状
況

に
つ
い
て

・
長
篠
橋
の
今
後
の
対
応
と
対
策
に
つ

い
て

そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

企
画
部
長

動画でチェック

動画でチェック

議員
滝川健司

丸山隆弘
議員
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▶

Q.

Ａ.

これまでの自校式給食方式との光
熱水費の月額対比は。

Q.

自校式が２３７万円、センター
が４６９万円。

Ａ.

動画でチェック

▶

　新
城
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
検
証

に
つ
い
て
伺
う
。

❶
光
熱
水
費
に
つ
い
て
、
自
校
式
給
食

方
式
と
の
月
額
対
比
は
。

❷
設
備
の
維
持
管
理
保
守
点
検
等
に
つ

い
て
、
自
校
式
給
食
方
式
と
の
月
額

対
比
は
。

❸
セ
ン
タ
ー
化
に
よ
り
財
政
面
で
の
利

点
は
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。

❶
電
気
、
水
道
に
つ
い
て
は
給
食
室
単

独
の
メ
ー
タ
ー
が
あ
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
、
推
計
に
よ
る
金
額
と
な
る

が
、
令
和
６
年
度
の
月
額
平
均
で
、

自
校
式
が
約
２
３
７
万
円
、
セ
ン

タ
ー
が
約
４
６
９
万
円
。

❷
令
和
５
年
度
の
自
校
式
で
の
月
額

と
、
令
和
７
年
度
の
セ
ン
タ
ー
で
の

委
託
契
約
金
額
の
月
額
を
対
比
す
る

と
、
令
和
５
年
度
の
自
校
式
の
維
持

管
理
保
守
点
検
等
の
月
額
は
約
27
万

円
、
令
和
７
年
度
の
セ
ン
タ
ー
で
の

月
額
は
２
２
０
万
円
。
自
校
式
で
も

必
要
で
あ
っ
た
経
費
に
加
え
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
や
ボ
イ
ラ
ー
の
保
守
点
検

な
ど
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
増
え

た
。

❸
仮
に
17
校
す
べ
て
の
自
校
式
を
継
続

し
て
い
た
場
合
、
既
存
給
食
室
の
約

１
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４
倍
以
上
の
ス
ペ
ー
ス
を
持
つ

給
食
室
へ
の
改
修
が
必
要
と
な
る
ほ

か
、
学
校
数
分
の
厨
房
機
器
の
更
新

な
ど
、
そ
の
都
度
、
一
般
財
源
で
対

応
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
、
合
併
特

例
債
な
ど
の
有
利
な
財
源
を
活
用
し

て
セ
ン
タ
ー
化
を
図
っ
た
こ
と
は
財

政
面
に
お
い
て
利
点
が
あ
っ
た
と
考

え
る
。

・
本
市
の
愛
国
教
育
に
つ
い
て

・
千
郷
地
区
新
設
園
整
備
事
業
に
つ
い

て そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

教
育
部
長

動画でチェック

生活保護受給者の人数は。

１２月１日時点で、１４２世帯、
１７６人。

　市
民
の
経
済
状
況
な
ど
に
つ
い
て
伺

う
。

❶
直
近
の
生
活
保
護
受
給
者
の
人
数

は
。

❷
増
減
の
理
由
は
。

❸
こ
れ
ら
に
対
す
る
施
策
は
。

❶
本
市
の
生
活
保
護
受
給
者
は
、
令
和

７
年
12
月
１
日
時
点
で
、
１
４
２
世

帯
、
１
７
６
人
。

❷
前
月
と
比
較
す
る
と
３
世
帯
３
人
が

廃
止
と
な
り
、
１
世
帯
２
人
が
新
た

に
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
世
帯

数
は
11
月
よ
り
２
世
帯
、
人
数
は
１

人
減
少
し
て
い
る
。
９
月
１
日
時
点

の
実
績
と
比
較
す
る
と
、
９
月
か
ら

12
月
の
間
に
世
帯
数
は
１
世
帯
、
人

数
は
２
人
減
少
し
て
い
る
。
９
月
か

ら
12
月
に
か
け
て
の
受
給
廃
止
の
要

因
に
つ
い
て
は
、
就
労
に
よ
る
収
入

の
確
保
、
受
給
者
の
死
亡
お
よ
び
失

業
給
付
の
受
給
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一

方
で
、
新
規
開
始
の
理
由
と
し
て

は
、
世
帯
主
の
傷
病
が
要
因
と
な
っ

て
い
る
。

❸
受
給
者
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、
個
別
の
ケ
ー
ス
に
応

じ
た
支
援
を
行
う
伴
走
型
の
支
援
を

講
じ
る
こ
と
で
少
し
ず
つ
状
況
の
改

善
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

・
市
内
企
業
の
経
済
負
担
な
ど
に
つ
い

て
・
新
城
市
子
ど
も
食
堂
・
地
域
食
堂
推

進
事
業
に
つ
い
て

・
「
手
話
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」
の
施
行
に
つ
い
て

・
新
城
市
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
「
み

ら
い
こ
」
に
つ
い
て

そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

健
康
福
祉
部
長

山田辰也
議員

今泉吉孝　　　　　
議員
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市民病院のあるべき姿は。Q.
奥三河の基幹病院として地域住
民に信頼され、選ばれる病院で
あること。

Ａ.

総合的な野生動物対策は。Q.

「寄せない」「入れない」
「捕まえる」を実施している。

Ａ.

　新
城
市
民
病
院
新
病
院
建
設
基
本
構

想
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
、

ワ
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シ
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で
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意
見
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ら
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る
市
民
病
院
の
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、
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ら

に
進
む
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高
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代
に
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る
持

続
可
能
な
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民
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と
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に
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て
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う
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市
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病
院
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あ
る
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と
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て
は
、
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の
先
も
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河
の
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病
院

と
し
て
地
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住
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に
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頼
さ
れ
、
選
ば

れ
る
病
院
で
あ
り
、
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の
高
い
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
高
度
医
療
機
器
の

整
備
、
病
診
連
携
の
促
進
を
図
り
、
地

域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
医
療
の

提
供
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
。
人
口
減
少
、
患
者
減
少
が
予
測

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
た
持
続
可

能
な
市
民
病
院
の
在
り
方
に
つ
い
て

は
、
単
に
現
在
の
病
床
数
を
維
持
さ
せ

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
当
院
の
役

割
や
機
能
、
病
床
稼
働
率
や
医
療
従
事

者
の
確
保
な
ど
、
多
角
的
な
面
で
の
検

討
か
ら
適
正
な
病
床
数
を
導
き
出
し
、

こ
の
先
の
基
本
計
画
等
で
示
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
　

　
　
　
　

　
ま
た
、
東
三
河
北
部
医
療
圏
内
で
唯

一
の
急
性
期
一
般
病
床
を
持
つ
病
院
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
救
急
、
入
院
の
受
け

入
れ
に
つ
い
て
対
応
で
き
る
病
院
で
あ

り
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

・
市
長
所
信
表
明
に
つ
い
て

・
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
に
つ
い
て

・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
寿
楽
荘
に
つ
い
て

・
穂
の
香
看
護
専
門
学
校
に
つ
い
て

・
長
篠
橋
の
歩
行
者
専
用
橋
架
設
の
可

能
性
に
つ
い
て

経
営
管
理
部
長

▶

　過
疎
対
策
お
よ
び
野
生
動
物
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

❶
過
疎
の
進
行
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

維
持
の
困
難
を
受
け
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
な
ど

を
策
定
し
、
若
者
や
女
性
の
活
躍
推

進
や
暮
ら
し
や
す
さ
の
向
上
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き
た
が
、
成
果
は
。

❷
過
疎
の
進
行
は
、
野
生
動
物
の
生
息

域
拡
大
や
個
体
数
増
加
の
一
因
と

な
っ
て
お
り
、
農
作
物
被
害
や
人
へ

の
被
害
も
心
配
さ
れ
る
。
侵
入
防

止
、
餌
場
の
除
去
、
地
域
ぐ
る
み
の

環
境
整
備
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
総

合
的
な
対
策
の
必
要
性
は
。

❶
第
２
期
の
総
合
戦
略
は
令
和
６
年
度

ま
で
の
各
種
取
組
の
事
業
評
価
が
出

て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
事
業

実
施
で
き
な
か
っ
た
も
の
を
除
き
、

目
標
達
成
や
基
準
値
を
上
回
っ
て
い

る
事
業
は
約
７
割
。
具
体
的
に
は
、

新
規
就
農
者
数
や
創
業
者
数
は
目
標

値
を
上
回
っ
た
こ
と
や
、
豊
橋
新
城

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
の
推
進
な

ど
が
成
果
で
あ
る
。

❷
全
国
で
「
寄
せ
な
い
」
「
入
れ
な
い

」
「
捕
ま
え
る
」
と
い
う
３
本
柱
を

実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
を
複
合
的
に

実
施
す
る
こ
と
で
効
果
が
高
ま
る
。

環
境
整
備
は
「
寄
せ
な
い
」
対
策
で

あ
り
、
過
疎
地
で
ど
う
い
っ
た
方
法

で
対
策
が
で
き
る
の
か
、
愛
知
県
へ

も
相
談
し
対
策
を
検
討
し
て
い
る
。

・
湯
谷
温
泉
街
活
性
化
構
想
及
び
鳳
来

ゆ
〜
ゆ
〜
あ
り
い
な
基
本
構
想
策
定

に
つ
い
て

・
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
実
施
状
況

に
つ
い
て

・
長
篠
橋
の
今
後
の
対
応
と
対
策
に
つ

い
て

そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

企
画
部
長

動画でチェック

動画でチェック

議員
滝川健司

丸山隆弘
議員
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市
民
協
働
部
長

▶

Q.

Ａ.

動画でチェック

高速バスの縮小・廃止は。

現時点で縮小・廃止予定はない。

　
日
本
共
産
党
「
新
城
市
政
２
０
２
５

ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
寄
せ
ら
れ
た
市
民
の

声
に
つ
い
て
伺
う
。

❶
下
江
市
政
が
行
っ
た
水
道
料
金
の
大

幅
値
上
げ
に
つ
い
て
「
負
担
が
重

い
」
と
の
声
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

の
認
識
は
。

❷
地
域
自
治
区
制
度
に
つ
い
て
「
二
重

行
政
」
「
税
金
の
無
駄
遣
い
」
と
の

意
見
が
あ
り
、
見
直
し
・
廃
止
を
求

め
る
声
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

❸
高
速
バ
ス
の
縮
小
・
廃
止
を
求
め
る

声
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

❶
本
市
に
お
い
て
は
、
少
な
い
給
水
人

口
に
加
え
水
道
施
設
が
点
在
し
、
給

水
に
は
長
い
管
路
が
必
要
と
な
る
な

ど
、
事
業
効
率
が
悪
く
運
営
経
費
も

割
高
と
な
っ
て
い
る
。
令
和
５
年
度

の
料
金
改
定
に
つ
い
て
、
安
全
な
水

を
安
定
的
に
供
給
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
施
設
の
維
持
管
理
等
が
適

切
に
行
え
る
こ
と
な
ど
の
判
断
か
ら

実
施
に
至
っ
た
。

❷
地
域
自
治
区
制
度
は
、
地
域
自
治
区
ご

と
に
地
域
協
議
会
が
中
心
と
な
り
、
地

域
の
声
を
市
政
に
反
映
す
る
た
め
の
制

度
で
あ
り
、
行
政
区
と
地
域
自
治
区
の

役
割
は
異
な
る
。
現
在
、
各
地
域
協
議

会
か
ら
提
案
さ
れ
た
地
域
自
治
区
予
算

や
地
域
活
動
交
付
金
の
利
用
方
法
な
ど

の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
が
、
引
き
続

き
改
善
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
取
り
組
ん

で
い
く
。

❸
高
速
バ
ス
「
山
の
湊
号
」
は
、
地
域

間
幹
線
系
統
確
保
維
持
事
業
費
補
助

金
の
要
件
未
達
と
な
っ
た
場
合
な
ど

に
運
行
継
続
の
可
否
判
断
を
行
う
こ

と
と
し
て
お
り
、
11
月
末
現
在
の
利

用
実
績
は
過
去
最
高
で
、
補
助
要
件

も
十
分
満
た
し
て
い
る
状
況
で
あ
る

の
で
、
現
時
点
で
縮
小
・
廃
止
す
る

考
え
は
な
い
。

・
市
長
所
信
表
明
に
つ
い
て

・
新
城
南
部
企
業
団
地
産
業
廃
棄
物
中

間
処
理
施
設
の
悪
臭
対
策
に
つ
い
て

そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

上
下
水
道
部
長

浅尾洋平　　　　　
議員

政務活動費令和7年度 令和7年度 
　
政
務
活
動
費
は
、
議
員
の
調
査
研
究
そ
の
ほ
か
の
活
動
に
資
す
る
た

め
に
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
、
議
員
に
対
し
交
付
す
る
金
銭
的
給

付
の
こ
と
で
す
。
交
付
額
は
、
議
員
一
人
当
た
り
月
額
１
万
２
５
０
０

円
で
、
残
額
は
市
に
返
還
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
令
和
７
年
度
の
議
員
任

期
（
11
月
12
日
）
ま
で
の
分
を
報
告
し
ま
す
。

（令和７年４月～11月12日分）

87,500円
100,000円
100,000円
100,000円
100,000円
100,000円
100,000円
100,000円
100,000円
100,000円
100,000円
100,000円
100,000円
100,000円
100,000円
100,000円
100,000円
100,000円

328,099円
134,461円
240,955円
29,360円
119,920円
5,735円
112,252円
313,440円
5,735円
82,962円
5,985円
131,174円
120,905円
6,102円
5,764円
166,728円
5,735円
107,449円

0円
0円
0円

70,640円
0円

94,265円
0円
0円

94,265円
17,038円
94,015円

0円
0円

93,898円
94,236円

0円
94,265円

0円

研修費、広報費、資料作成費
広報費、資料作成費
広報費
広報費
研修費、資料作成費
資料作成費
研修費、広報費、資料作成費
広報費、資料作成費
資料作成費
広報費
資料作成費
研修費、資料作成費
研修費、資料作成費
資料作成費
資料作成費
研修費、資料作成費
資料作成費
広報費、資料作成費

カークランド陽子
今 泉 吉 孝
小 林 秀 德
竹 下 修 平
齊 藤 竜 也
佐 宗 龍 俊
鈴 木 長 良
浅 尾 洋 平
柴 田 賢 治 郎
小 野 田 直 美
山 田 辰 也
村 田 康 助
山 口 洋 一
長 田 共 永
鈴 木 達 雄
滝 川 健 司
中 西 宏 彰
丸 山 隆 弘

氏　名 交付額 支出額 返還額 主　な　使　途

10

議案とは、議会の議決を経て、市または議会の意思を決定するため、
市長または議員もしくは委員会が、議会に提出する案件のことです。

容
内
の
案
議
な
主

　
市
議
会
12
月
定
例
会
は
12
月
８
日
か
ら
12
月
24
日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
条
例
の
一
部
改
正
や
補
正
予
算
な
ど
、
市
長
提
出
議
案
40
件

な
ど
が
上
程
さ
れ
慎
重
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
新
城
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

令
和
７
年
度
新
城
市
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

新
城
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

７
億
８
９
６
８
万
６
千
円
追
加
し
、
総

額
を
２
７
９
億
３
０
９
２
万
１
千
円
と

し
ま
す
。

　
主
な
内
容
は
、
令
和
７
年
人
事
院
勧

告
お
よ
び
職
員
の
異
動
等
に
伴
う
人
件

費
の
調
整
、
市
政
各
分
野
に
お
い
て
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
を
図
る
た

め
の
経
費
お
よ
び
老
朽
化
し
た
公
共
施

設
の
補
修
等
を
行
う
た
め
の
経
費
で

す
。

　
令
和
７
年
人
事
院
勧
告
に
準
拠
し
た

措
置
を
講
ず
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を

改
め
ま
す
。

　
川
合
住
宅
の
市
営
住
宅
と
し
て
の
用

途
を
廃
止
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を

改
め
ま
す
。

新
城
市
基
金
条
例
の
一
部
改
正

　
新
城
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
利
子
補
給
基
金
を
廃
止
し
、
新

城
市
営
住
宅
維
持
管
理
基
金
を
設
置
す

る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
め
ま
す
。

　
林
野
火
災
に
関
す
る
注
意
報
の
規
定

を
整
備
す
る
等
の
た
め
、
条
例
の
一
部

を
改
め
ま
す
。

新
城
市
副
市
長
の
選
任

　
副
市
長
が
令
和
７
年
12
月
31
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
新
た

に
佐
藤
浩
章
氏
を
選
任
し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦

　
令
和
８
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
辞
任

す
る
委
員
お
よ
び
任
期
満
了
と
な
る
委

員
が
い
る
た
め
、
新
た
に
香
村
公
英
氏

お
よ
び
浅
井
里
美
氏
を
推
薦
し
ま
す
。

・
浅
尾
洋
平
議
員

・
鈴
木
達
雄
議
員

・
滝
川
健
司
議
員

　
改
選
に
伴
い
新
た
に
選
挙
を
行
い
、

３
名
の
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１
０
４
１

万
３
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
16
億
８

１
３
９
万
３
千
円
と
し
ま
す
。

　
主
な
内
容
は
、
人
事
院
勧
告
お
よ
び

職
員
の
異
動
等
に
伴
う
人
件
費
の
調

整
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付

金
の
確
定
に
よ
る
負
担
金
の
増
額
並
び

に
前
年
度
療
養
給
付
負
担
金
の
確
定
精

算
に
伴
う
財
源
調
整
を
行
い
ま
す
。

12月定例会

新
城
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部

改
正

新
城
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改

正

　
任
期
満
了
に
伴
い
選
挙
を
行
い
、
次

の
４
名
の
委
員
と
補
充
員
４
名
を
選
出

し
ま
し
た
。

・
村
田
治
氏
（
新
城
地
区
）

・
山
本
い
づ
み
氏
（
新
城
地
区
）

・
下
山
多
喜
男
氏
（
風
来
地
区
）

・
佐
宗
勝
美
氏
（
作
手
地
区
）

新
城
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及

び
補
充
員
の
選
挙

東
三
河
広
域
連
合
議
会
議
員
の
選

挙
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市
民
協
働
部
長

▶

Q.

Ａ.

動画でチェック

高速バスの縮小・廃止は。

現時点で縮小・廃止予定はない。

　
日
本
共
産
党
「
新
城
市
政
２
０
２
５

ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
寄
せ
ら
れ
た
市
民
の

声
に
つ
い
て
伺
う
。

❶
下
江
市
政
が
行
っ
た
水
道
料
金
の
大

幅
値
上
げ
に
つ
い
て
「
負
担
が
重

い
」
と
の
声
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

の
認
識
は
。

❷
地
域
自
治
区
制
度
に
つ
い
て
「
二
重

行
政
」
「
税
金
の
無
駄
遣
い
」
と
の

意
見
が
あ
り
、
見
直
し
・
廃
止
を
求

め
る
声
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

❸
高
速
バ
ス
の
縮
小
・
廃
止
を
求
め
る

声
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

❶
本
市
に
お
い
て
は
、
少
な
い
給
水
人

口
に
加
え
水
道
施
設
が
点
在
し
、
給

水
に
は
長
い
管
路
が
必
要
と
な
る
な

ど
、
事
業
効
率
が
悪
く
運
営
経
費
も

割
高
と
な
っ
て
い
る
。
令
和
５
年
度

の
料
金
改
定
に
つ
い
て
、
安
全
な
水

を
安
定
的
に
供
給
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
施
設
の
維
持
管
理
等
が
適

切
に
行
え
る
こ
と
な
ど
の
判
断
か
ら

実
施
に
至
っ
た
。

❷
地
域
自
治
区
制
度
は
、
地
域
自
治
区
ご

と
に
地
域
協
議
会
が
中
心
と
な
り
、
地

域
の
声
を
市
政
に
反
映
す
る
た
め
の
制

度
で
あ
り
、
行
政
区
と
地
域
自
治
区
の

役
割
は
異
な
る
。
現
在
、
各
地
域
協
議

会
か
ら
提
案
さ
れ
た
地
域
自
治
区
予
算

や
地
域
活
動
交
付
金
の
利
用
方
法
な
ど

の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
が
、
引
き
続

き
改
善
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
取
り
組
ん

で
い
く
。

❸
高
速
バ
ス
「
山
の
湊
号
」
は
、
地
域

間
幹
線
系
統
確
保
維
持
事
業
費
補
助

金
の
要
件
未
達
と
な
っ
た
場
合
な
ど

に
運
行
継
続
の
可
否
判
断
を
行
う
こ

と
と
し
て
お
り
、
11
月
末
現
在
の
利

用
実
績
は
過
去
最
高
で
、
補
助
要
件

も
十
分
満
た
し
て
い
る
状
況
で
あ
る

の
で
、
現
時
点
で
縮
小
・
廃
止
す
る

考
え
は
な
い
。

・
市
長
所
信
表
明
に
つ
い
て

・
新
城
南
部
企
業
団
地
産
業
廃
棄
物
中

間
処
理
施
設
の
悪
臭
対
策
に
つ
い
て

そ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

上
下
水
道
部
長

浅尾洋平　　　　　
議員

政務活動費令和7年度 令和7年度 
　
政
務
活
動
費
は
、
議
員
の
調
査
研
究
そ
の
ほ
か
の
活
動
に
資
す
る
た

め
に
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
、
議
員
に
対
し
交
付
す
る
金
銭
的
給

付
の
こ
と
で
す
。
交
付
額
は
、
議
員
一
人
当
た
り
月
額
１
万
２
５
０
０

円
で
、
残
額
は
市
に
返
還
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
令
和
７
年
度
の
議
員
任

期
（
11
月
12
日
）
ま
で
の
分
を
報
告
し
ま
す
。

（令和７年４月～11月12日分）

87,500円
100,000円
100,000円
100,000円
100,000円
100,000円
100,000円
100,000円
100,000円
100,000円
100,000円
100,000円
100,000円
100,000円
100,000円
100,000円
100,000円
100,000円

328,099円
134,461円
240,955円
29,360円
119,920円
5,735円
112,252円
313,440円
5,735円
82,962円
5,985円
131,174円
120,905円
6,102円
5,764円
166,728円
5,735円
107,449円

0円
0円
0円

70,640円
0円

94,265円
0円
0円

94,265円
17,038円
94,015円

0円
0円

93,898円
94,236円

0円
94,265円

0円

研修費、広報費、資料作成費
広報費、資料作成費
広報費
広報費
研修費、資料作成費
資料作成費
研修費、広報費、資料作成費
広報費、資料作成費
資料作成費
広報費
資料作成費
研修費、資料作成費
研修費、資料作成費
資料作成費
資料作成費
研修費、資料作成費
資料作成費
広報費、資料作成費

カークランド陽子
今 泉 吉 孝
小 林 秀 德
竹 下 修 平
齊 藤 竜 也
佐 宗 龍 俊
鈴 木 長 良
浅 尾 洋 平
柴 田 賢 治 郎
小 野 田 直 美
山 田 辰 也
村 田 康 助
山 口 洋 一
長 田 共 永
鈴 木 達 雄
滝 川 健 司
中 西 宏 彰
丸 山 隆 弘

氏　名 交付額 支出額 返還額 主　な　使　途
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議案とは、議会の議決を経て、市または議会の意思を決定するため、
市長または議員もしくは委員会が、議会に提出する案件のことです。

容
内
の
案
議
な
主

　
市
議
会
12
月
定
例
会
は
12
月
８
日
か
ら
12
月
24
日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
条
例
の
一
部
改
正
や
補
正
予
算
な
ど
、
市
長
提
出
議
案
40
件

な
ど
が
上
程
さ
れ
慎
重
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
新
城
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

令
和
７
年
度
新
城
市
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

新
城
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

７
億
８
９
６
８
万
６
千
円
追
加
し
、
総

額
を
２
７
９
億
３
０
９
２
万
１
千
円
と

し
ま
す
。

　
主
な
内
容
は
、
令
和
７
年
人
事
院
勧

告
お
よ
び
職
員
の
異
動
等
に
伴
う
人
件

費
の
調
整
、
市
政
各
分
野
に
お
い
て
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
を
図
る
た

め
の
経
費
お
よ
び
老
朽
化
し
た
公
共
施

設
の
補
修
等
を
行
う
た
め
の
経
費
で

す
。

　
令
和
７
年
人
事
院
勧
告
に
準
拠
し
た

措
置
を
講
ず
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を

改
め
ま
す
。

　
川
合
住
宅
の
市
営
住
宅
と
し
て
の
用

途
を
廃
止
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を

改
め
ま
す
。

新
城
市
基
金
条
例
の
一
部
改
正

　
新
城
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
利
子
補
給
基
金
を
廃
止
し
、
新

城
市
営
住
宅
維
持
管
理
基
金
を
設
置
す

る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
め
ま
す
。

　
林
野
火
災
に
関
す
る
注
意
報
の
規
定

を
整
備
す
る
等
の
た
め
、
条
例
の
一
部

を
改
め
ま
す
。

新
城
市
副
市
長
の
選
任

　
副
市
長
が
令
和
７
年
12
月
31
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
新
た

に
佐
藤
浩
章
氏
を
選
任
し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦

　
令
和
８
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
辞
任

す
る
委
員
お
よ
び
任
期
満
了
と
な
る
委

員
が
い
る
た
め
、
新
た
に
香
村
公
英
氏

お
よ
び
浅
井
里
美
氏
を
推
薦
し
ま
す
。

・
浅
尾
洋
平
議
員

・
鈴
木
達
雄
議
員

・
滝
川
健
司
議
員

　
改
選
に
伴
い
新
た
に
選
挙
を
行
い
、

３
名
の
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１
０
４
１

万
３
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
16
億
８

１
３
９
万
３
千
円
と
し
ま
す
。

　
主
な
内
容
は
、
人
事
院
勧
告
お
よ
び

職
員
の
異
動
等
に
伴
う
人
件
費
の
調

整
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付

金
の
確
定
に
よ
る
負
担
金
の
増
額
並
び

に
前
年
度
療
養
給
付
負
担
金
の
確
定
精

算
に
伴
う
財
源
調
整
を
行
い
ま
す
。

12月定例会

新
城
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部

改
正

新
城
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改

正

　
任
期
満
了
に
伴
い
選
挙
を
行
い
、
次

の
４
名
の
委
員
と
補
充
員
４
名
を
選
出

し
ま
し
た
。

・
村
田
治
氏
（
新
城
地
区
）

・
山
本
い
づ
み
氏
（
新
城
地
区
）

・
下
山
多
喜
男
氏
（
風
来
地
区
）

・
佐
宗
勝
美
氏
（
作
手
地
区
）

新
城
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及

び
補
充
員
の
選
挙

東
三
河
広
域
連
合
議
会
議
員
の
選

挙
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（賛成多数により可決）●第140号議案 新城市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正

（賛成多数により可決）●第139号議案 新城市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正

（賛成多数により可決）●第152号議案 令和７年度新城市一般会計補正予算（第４号）

12月定例会

　

山田 辰也 議員
　市長を応援する声もあれば、4年間何もしていないと
いう声もある。給食センターは、当初予定よりも増額
しており、責任をとるべきと考え、反対する。

反対 柴田 賢治郎 議員
　令和７年人事院勧告に準拠するためになされる措置
である。本市は、財政的に厳しいが、財政非常事態宣
言を出すには至らずに財政の改善を試みているため、
賛成する。

賛成

鈴木 長良 議員
　常勤の特別職には、より高度な職務や責任も求めら
れることから、それらに見合った給与の見直しと同時
に、社会経済情勢や他市との比較においても、不公平
感のない改正は必要であると考える。
　今回の一部改正により、より士気を向上させ、より
効率的な質の高いリーダーシップに期待をし、賛成す
る。

賛成

小林 秀德 議員
　人事院は、構成される年齢層や経済状況などを勘案
し勧告を決定しており、令和７年の人事院勧告に準拠
した措置を講じるものであり、異議するものでないた
め、賛成する。

賛成

竹下 修平 議員
　今回の補正予算案は老朽化した公共施設の補修等
を行う経費や過年度分収入の精算に伴う経費を措置
するため編成されたものであり、各事業における予算
措置の必要性と緊急性に対応するものであるため、賛
成する。

賛成

　

花畠 志保 議員
　新城市の財政、市民の暮らしが豊かではない状況の
中で、議員の報酬を上げることはとんでもない。市民に
寄り添える議員でありたいため、反対する。

反対

　

　

白頭 聖志 議員
　人事院勧告は公務労働者の労働基本権の代償措置
であり、社会一般の情勢に適応した給与を公務労働者に
確定するものである。それを、特別職に当てはめるのは無
理があると考え、反対する。

反対

　

花畠 志保 議員
　市長に一度で支払われる期末手当は、私が学校用務
員として働いていた時の1年間分よりも多い。厳しい状況
の中、暮らしている市民がいる中では上げるべきではない
と考え、反対する。

反対

　

山田 辰也 議員
　特別職の給与引き上げが、一般職と連動して上がる
仕組みを見直すべきである。水道料金や米の値段が上
がっているのに給与を上げるべきではないと考え、反
対する。

反対

　

浅尾 洋平 議員
　特別職は、市内でも高所得者にあたり、さらに引き
上げる必要はない。また、湯谷板敷の使用料について
は、より早い段階で対応できたはずである。早期解決
を図る仕組みを作ることを求め、反対する。

反対

討 論 の あ っ た 議 案
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するため編成されたものであり、各事業における予算
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白頭 聖志 議員
　人事院勧告は公務労働者の労働基本権の代償措置
であり、社会一般の情勢に適応した給与を公務労働者に
確定するものである。それを、特別職に当てはめるのは無
理があると考え、反対する。
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花畠 志保 議員
　市長に一度で支払われる期末手当は、私が学校用務
員として働いていた時の1年間分よりも多い。厳しい状況
の中、暮らしている市民がいる中では上げるべきではない
と考え、反対する。

反対

　

山田 辰也 議員
　特別職の給与引き上げが、一般職と連動して上がる
仕組みを見直すべきである。水道料金や米の値段が上
がっているのに給与を上げるべきではないと考え、反
対する。
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浅尾 洋平 議員
　特別職は、市内でも高所得者にあたり、さらに引き
上げる必要はない。また、湯谷板敷の使用料について
は、より早い段階で対応できたはずである。早期解決
を図る仕組みを作ることを求め、反対する。

反対

討 論 の あ っ た 議 案

議案番号 議　　案　　名 審議結果

報告１７ 専決処分事項の報告（和解及び損害賠償の額の決定） 報　告

１３９ 新城市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正 原案可決

１４０ 新城市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正 〃

１４１ 新城市職員の給与に関する条例の一部改正 〃

１４２ 新城市森林体験交流促進施設の設置及び管理に関する条例の廃止 〃

１４３ 新城市営住宅管理条例の一部改正 〃

１４４ 新城市基金条例の一部改正 〃

１４５ 新城市火災予防条例の一部改正 〃

１４６ 新城市鳳来簡易給水施設の設置及び管理に関する条例の一部改正 〃

１４７ 新城市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定 〃

１４８ 新城市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例及び新城市特定教
育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正 〃

１４９ 新城市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正 〃

１５０ 新城市教育・保育給付認定子どもの教育及び保育に係る利用者負担額に関する条例の一部改正 〃

１５１ 新城市工業用水道事業給水条例の廃止 〃

１５２ 令和７年度新城市一般会計補正予算（第４号） 〃

１５３ 令和７年度新城市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 〃

議 結 一決 果 覧 12月定例会

議
案
番
号

議　　案　　名
議
決
結
果

表決 議 員 名
賛

成

反

対

加
藤
稜
唯

花
畠
志
保

古

瀬

剛

白
頭
聖
志

今
泉
吉
孝

小
林
秀
德

竹
下
修
平

佐
宗
龍
俊

鈴
木
長
良

浅
尾
洋
平

柴
田
賢
治
郎

山
田
辰
也

村
田
康
助

長
田
共
永

鈴
木
達
雄

滝
川
健
司

中
西
宏
彰

丸
山
隆
弘

139

新城市議会の議員の議員報酬

及び費用弁償等に関する条例

の一部改正

原案可決 12 5 〇×〇××〇〇議
長
は
議
決
に
加
わ
ら
な
い

〇×〇×〇〇〇〇〇〇

140

新城市特別職の職員で常勤の

ものの給与及び旅費に関する

条例の一部改正

原案可決 12 5 〇×〇××〇〇 〇×〇×〇〇〇〇〇〇

152
令和７年度新城市一般会計補

正予算（第４号）
原案可決 13 4 〇×〇×〇〇〇 〇×〇×〇〇〇〇〇〇

※○は賛成、×は反対、賛否については各議員からの報告をもとに公表します。

賛 否 の 分 か れ た 議 案 12月定例会
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議案番号 議　　案　　名 審議結果

１５４ 令和７年度新城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 原案可決

１５５ 令和７年度新城市国民健康保険診療所特別会計補正予算（第１号） 〃

１５６ 令和７年度新城市宅地造成事業特別会計補正予算（第１号） 〃

１５７ 令和７年度新城市作手財産区特別会計補正予算（第１号） 〃

１５８ 市有財産の無償譲渡 〃

１５９ 市有財産の無償貸付け 〃

１６０ 財産の取得 〃

１６１ 訴えの提起 〃

１６２ 訴えの提起 〃

１６３ 新城市副市長の選任 同意

１６４ 人権擁護委員の候補者の推薦 異議なし

１６５ 人権擁護委員の候補者の推薦 〃

１６６ 新城市鳳来簡易給水施設の指定管理者の指定 原案可決

１６７ 新城市鳳来簡易給水施設の指定管理者の指定 〃

１６８ 新城市鳳来簡易給水施設の指定管理者の指定 〃

１６９ 新城市鳳来簡易給水施設の指定管理者の指定 〃

１７０ 新城市鳳来簡易給水施設の指定管理者の指定 〃

１７１ 新城市鳳来簡易給水施設の指定管理者の指定 〃

１７２ 新城市鳳来簡易給水施設の指定管理者の指定 〃

１７３ 新城市鳳来簡易給水施設の指定管理者の指定 〃

１７４ 新城市鳳来簡易給水施設の指定管理者の指定 〃

１７５ 新城市鳳来簡易給水施設の指定管理者の指定 〃

１７６ 令和７年度新城市一般会計補正予算（第５号） 〃

１７７ 工事請負契約の締結 〃

１７８ 工事請負契約の締結 〃

東三河広域連合議会議員の選挙 当選

新城市選挙管理委員会委員及び補充員の選挙 〃

総合政策特別委員会の設置 議決

議会改革特別委員会の設置 〃

閉会中の継続審査の申し出（2件） 〃

議 結 一決 果 覧 12月定例会
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【
委
員
長
あ
い
さ
つ
】

　
今
期
よ
り
、
総
務
経
済
委
員
会
の
委

員
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
、
浅
尾
洋
平
で
す
。

　
副
委
員
長
は
今
泉
吉
孝
、
委
員
は
加

藤
稜
唯
、
古
瀬
剛
、
鈴
木
長
良
、
村
田

康
助
、
長
田
共
永
、
中
西
宏
彰
、
丸
山

隆
弘
の
９
名
で
委
員
会
運
営
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
当
委
員
会
は
、
総
務
、
企
画
、
産
業

振
興
、
建
設
、
会
計
、
監
査
、
消
防
、

農
林
業
振
興
な
ど
に
加
え
、
新
城
市
の

財
政
健
全
化
に
も
関
わ
る
重
要
な
委
員

会
で
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
、
市
民
の

皆
さ
ま
や
関
係
団
体
の
現
場
の
声
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
委
員
の
皆
さ
ん
と
力

を
合
わ
せ
、
具
体
的
で
実
効
性
の
あ
る

提
案
と
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

【
議
案
審
査
に
つ
い
て
】

　
12
月
17
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本

委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
12
議
案
に

つ
い
て
、
審
査
し
ま
し
た
。
第
１
３
９

号
議
案
「
新
城
市
議
会
の
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
」
、
第
１
４
５
号
議
案

「
新
城
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改

正
」
、
第
１
５
８
号
議
案
「
市
有
財
産

の
無
償
譲
渡
」
、
第
１
６
２
号
議
案

「
訴
え
の
提
起
」
な
ど
の
12
議
案
に
つ

い
て
、
質
疑
の
の
ち
、
討
論
に
入
り
ま

し
た
が
討
論
は
な
く
、
い
ず
れ
も
全
会

一
致
で
原
案
の
と
お
り
「
可
決
す
べ
き

も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

【
委
員
長
あ
い
さ
つ
】

　
今
期
よ
り
、
厚
生
文
教
委
員
会
の
委

員
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
、
小
林
秀
德
で
す
。

　
副
委
員
長
は
竹
下
修
平
、
委
員
は
花

畠
志
保
、
白
頭
聖
志
、
佐
宗
龍
俊
、
柴

田
賢
治
郎
、
山
田
辰
也
、
鈴
木
達
雄
、

滝
川
健
司
の
９
名
で
委
員
会
運
営
し
て

ま
い
り
ま
す
。

【
議
案
審
査
に
つ
い
て
】

　
12
月
17
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本

委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
、
第
１
４

６
号
議
案
「
新
城
市
鳳
来
簡
易
給
水
施

設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
」
、
第
１
４
７
号
議
案
「
新

城
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
制
定
」
、
第
１
４
８
号
議
案
「
新
城

市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
及
び
新
城
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改

正
」
、
第
１
４
９
号
議
案
「
新
城
市
家

庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改

正
」
、
第
１
５
０
号
議
案
「
新
城
市
教

育
・
保
育
給
付
認
定
子
ど
も
の
教
育
及

び
保
育
に
係
る
利
用
者
負
担
額
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
」
、
第
１
５
１
号

議
案
「
新
城
市
工
業
用
水
道
事
業
給
水

条
例
の
廃
止
」
お
よ
び
第
１
６
６
号
議

案
か
ら
第
１
７
５
号
議
案
ま
で
の
「
新

城
市
鳳
来
簡
易
給
水
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
」
お
よ
び
第
１
７
７
号
議
案

か
ら
第
１
７
８
号
議
案
ま
で
の
「
工
事

請
負
契
約
の
締
結
」
の
18
議
案
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
委
員
に
よ
り
質
疑
が
行

わ
れ
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
が
、
討
論

は
な
く
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
原
案

の
と
お
り
「
可
決
す
べ
き
も
の
」
と
決

定
し
ま
し
た
。

　
当
委
員
会
は
、
付
託
さ
れ
た
議
案
に

対
し
真
摯
に
向
き
合
い
、
市
民
生
活
に

欠
か
せ
な
い
安
心
安
全
な
暮
ら
し
を
担

保
す
る
こ
と
、
ま
た
、
地
域
の
持
続
可

能
性
を
念
頭
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

委員会インフォメーション
i　　n　　 f　　o　　 r　　m　　a　　 t　　 i　　o　　n

委員会とは、議会の内部組織として、本会議における審議の予備的審査調査機関として設置されるものです。

各委員長が、委員会活動について
分かりやすくお伝えするコーナーです。

総
務
経
済
委
員
会

厚
生
文
教
委
員
会
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お知らせ
若
者
議
会
と
の
意
見
交
換
会

３
月
定
例
会
日
程
（
予
定
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継

編
集
後
記

　
新
し
い
議
会
体
制
と
な
り
初
め

て
の
12
月
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
４
名
の
新
し
い
議
員
も
加

わ
り
多
数
の
議
員
が
一
般
質
問
や

質
疑
等
に
取
り
組
み
、
よ
り
良
い

市
民
生
活
の
実
現
を
目
指
し
て
、

議
員
活
動
へ
の
意
気
込
み
が
見
え

る
定
例
会
で
し
た
。

　
「
議
会
し
ん
し
ろ
」
の
発
行
を

担
当
す
る
広
報
広
聴
委
員
会
も
新

し
い
委
員
構
成
と
な
り
ま
し
た
。

新
た
な
目
線
も
加
え
な
が
ら
、
市

民
の
皆
様
に
さ
ら
に
わ
か
り
や
す

く
議
会
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
広
報
紙
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。
皆
様
か
ら
、
議
会
活
動
と
と

も
に
「
議
会
し
ん
し
ろ
」
に
対
す

る
ご
意
見
ご
提
案
を
い
た
だ
け
る

と
幸
い
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
（
鈴
木
達
雄
）

■
広
報
広
聴
委
員
会

　
委
員
長
／
長
田
共
永

　
副
委
員
長
／
鈴
木
達
雄

　
委
　
　
員
／
花
畠
志
保
　
古
瀬 

剛

　
　
　
　
　
　
白
頭
聖
志
　
今
泉
吉
孝

　
　
　
　
　
　
小
林
秀
德
　
鈴
木
長
良

　
　
　
　
　
　
浅
尾
洋
平
　
山
田
辰
也

●
ご
意
見
・ご
感
想
な
ど
、議
会
事
務
局

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

﹇
電
　
話
﹈
０
５
３
６
―
２
３
―
７
６
５
７

﹇
メ
ー
ル
﹈gikai@

city.shinshi ro.lg.jp

﹇
入
力
画
面
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
﹈

（一般質問）

（一般質問以外）

会
議
終
了
後
、
編
集
作
業
が
で
き
次
第
、

順
次
公
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
１
月
20
日
に
、
新
城
市
議
会
と
若
者
議

会
と
の
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

若
者
議
会
か
ら
の
政
策
提
案
は
、
余
暇
・

趣
味
・
居
場
所
委
員
会
か
ら
は
、「
れ
っ

つ
ご
ー
ま
ち
な
み
！
事
業
」「
か
え
っ
て

こ
り
ん
！
若
者
同
窓
会
応
援
事
業
」、
新

城
広
め
隊
委
員
会
か
ら
は
、「
食
歴
伝
　

新
城
の
魅
力
を
拡
散
事
業
」
の
３
つ
の
事

業
に
つ
い
て
で
し
た
。
市
議
会
議
員
は
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
意
見
を
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
意
見
交
換
も
大
変
活
発
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
振
り
返
っ
て
感
じ
た
こ

と
は
、
若
者
議
会
の
メ
ン
バ
ー
が
、
生
ま

れ
育
っ
た
新
城
市
を
若
者
の
目
線
で
と
ら

え
、
斬
新
で
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
の
目
線
で

事
業
を
展
開
す
る
姿
勢
と
考
え
方
に
、
驚

か
さ
れ
た
の
が
実
感
で
す
。
今
後
も
新
城

市
若
者
総
合
政
策
の
実
施
に
あ
た
り
、
若

者
議
会
に
よ
る
地
域
に
密
着
し
た
新
た
な

事
業
展
開
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

（
小
林
秀
德
）

２
月
25
日

３
月
10
日

11
日

12
日

13
日

16
日

17
日

23
日

本
会
議
第
１
日

予
算
大
綱
説
明 ※

中
継
12 

ch

議
案
の
審
議

予
算
・
決
算
委
員
会

本
会
議
第
２
日 

一
般
質
問 ※

中
継
12 

ch

本
会
議
第
３
日 

一
般
質
問 ※

中
継
12 

ch

本
会
議
第
４
日

一
般
質
問
（
予
備
日
）※

中
継
12 

ch

議
案
の
審
議
　
　

総
務
経
済
委
員
会

厚
生
文
教
委
員
会

予
算
・
決
算
委
員
会

予
算
・
決
算
委
員
会
（
予
備
日
）

本
会
議
第
５
日

議
案
の
審
議You Tube


